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わき上がる風てロマンの

、し
No. 1 1 3ニニニ）

昔活躍した

ねこ車

正山で復活

正山風のまつりが 8日15日正山小学校及び風の憩公圏を会場に多

彩なイベントが行われ、地域や帰省者等が多勢会場に訪れ、夜遅く

までにぎわいました。

今年始めて行われた「ねこ車トライアスロン」には12チームが参

加。この競技は昔、木材などの搬送によく使われていたねこ車を、

風の憩公園からねこ車に一人乗せ、一人は舵をとり、正山小までの

坂道を 3人で引張るものです。スタートからゴールまでの距躍は約

200メートル、 100メートルを過ぎると歩き出すチームが大半、優勝

し賞金の 3万円は協生チームに。競技終了後選手全員に出された生

ビールの味はまた格別でした。

今月号の主な内容 町民のうごき

＝町報＝

衡なつかしい水車完成•……••………•• 2 

R新しし)町創造・・・・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 3

®参議院議員選挙結果・•……....... 4 

卍にぎわった鹿野川夏まつり……5

R社協だよ り・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 7 

冨お知らせ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・16

＝農林だより＝

~JA肱川共済友の会総会………… 8

屯森林の果たす役割・・・・・・・・・・・・・・・・・・10

唖今月の農作業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・11

＝公民館報＝

衡生活改善運動会費等が改正……12

屯みんなの幸ぜを願っで…………14

*学校週 5日制推進会議発足……15

人口 3,478人 (-13)

男 1,684人 (-10)

女 1,794人 (-3) 

世帯数 1,000某(-3) 

（平成 4年 7月31日現在）



0。@。領） ⑲
 ゜

除幕式を行う安川正則さんと土居貞丸さ ん

認 (2)

こ
の
ほ
ど
風
の
憩
公
園
に
水
車
が
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

完
成
し
、
八
月
一
日
正
山
長
寿
会
の
水
車
は
水
車
小
屋

メ
ソ
バ
ー
等
が
公
園
に
集
ま
り
竣
工
の
中
に
設
け
ら
れ
た

式

が

行

わ

れ

ま

し

た

。

水

槽

の

水

を

ポ

ソ

プ

当
日
は
長
寿
会
の
メ
ソ
バ
ー
が
早
で
、
水
車
の
上
の
樋

朝
か
ら
公
園
の
清
掃
を
行
っ
た
後
、
ま
で
汲
み
上
げ
ら
れ

十
時
か
ら
式
に
参
加
、
式
で
は
安
川
る
と
水
が
落
下
し
て

正
則
さ
ん
と
士
居
貞
丸
さ
ん
が
除
幕
廻
わ
る
と
い
う
し
く

を
行
っ
た
後
、
大
野
町
長
が
ボ
タ
ソ
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

を
押
す
と
水
車
が
ゆ
っ
く
り
廻
り
始
ま
た
こ
の
水
は
水

め
ま
し
た
。
最
後
に
全
員
で
乾
杯
し
槽
に
溜
り
一
回
ボ
タ

て

式

を

終

了

し

ま

し

た

。

ソ

を

押

す

と

七

分

間

完
成
し
た
水
車
は
直
径
が
二
•
四
回
転
し
ま
す
。

メ
ー

ト
ル
あ
り
木
造
（
床
面
積
六
平

方
メ
ー
ト
ル
）
の
水
車
小
屋
に
取
り

共 同浴場 と 神楽殿が 完 成 l― 岩 公—ロ

岩
谷
創
造
会
議
が
今
年
の

一
月
か
ら
取
り
組
ん
で
い
た

岩
谷
地
区
共
同
浴
場
と
神
楽

殿
が
こ
の
ほ
ど
完
成
し
、
八

月
三
日
関
係
者
が
出
席
し
て

落
成
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
松
島
神
社
横
に
完

成
し
た
神
楽
殿
で
神
事
が
行

わ
れ
た
あ
と
山
鳥
坂
の
鎮
縄

神
楽
が
奉
納
さ
れ
、
共
同
浴

場
に
移
動
し
て
神
事
、
そ
し

て
岩
谷
公
民
館
で
合
同
落
成

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

神
楽
殿
は
松
島
神
社
横
に

木
造
瓦
葺
床
面
積
二
十
三
平

方
メ
ー
ト
ル
の
建
物
が
増
築

さ
れ
た
も
の
で
す
。
現
在
の

神
社
で
は
狭
い
こ
と
と
、
次

完 成 し た 神 楽 殿

完 成 し た 岩 谷 共 同 浴 場

・

古

い

話

で

恐

縮

だ

が

、

私

公
民
館
長
の
と
き
一
一
期
目

を
辞
退
し
て
い
た
。
時
の
教

云
栢
が

―
~
[
[
：
口
旦

"
し
き
り
な
の
で
、
「
条
件
が
あ
る
」
、

~
「
そ
れ
は
な
ん
ぞ
」
と
怪
訊
な
面
も
ち、

~

「議
会
人
、
町
職
員
の

町
民
運
動
会

~
総
踊
り
参
加
」
を
申
し
入
れ
た

。
よ

~
ろ
し
い
と
い
う
こ
と
に
な
り
肱川音

i

頭
の
講
習
も
や
っ
た
が
、
当
日
誰
も

~
踊
る
も
の
は
い
な
か
っ
た
。
あ
げ
て

~
み
な
が
そ
の
気
に
な
る
こ
と
が
町
の

~
空
気
を
つ
く
る
社
会
教
育
だ
と
思
っ

~
て
い
た
。

「
思
う
こ
と
は
す
な
わ
ち

~
こ
れ
行
（
こ
う
）
」
実
行
し
学
ぶ
、

~
仕
事
を
通
し
学
問
す
る
、
自
分
の
や

"
れ
る
こ
と
を
行
う
と
い
う
こ
と
だ
。

の
世
代
へ
と
神
楽
を
伝
え
る
~
そ
れ
か
ら
今
日
ま
で
、
熱
意
を
失
っ

こ
と
を
目
的
に
建
設
、
一
方
~
て
形
ば
か
り
だ
が
私
は
毎
年
踊
っ
て

共
同
浴
場
は
木
造
平
屋
建
大
~
ぎ
た
。
昨
年
の
運
動
会
の
あ
と
議
会

波
ス
レ
ー
ト
葺
、
床
面
積
二
~
か
ら
、
町
長
一
人
踊
ら
し
た
の
で
は
、

十
六
平
方
メ
ー
ト
ル
の
建
物

i

リ
レ

ー
も
参
加
し
よ
う
の
声
が
出
て

で
、
岩
谷
小
学
校
の
プ
ー
ル

i

き
た
。
嬉
し
い
で
は
な
い
か
三
十
年

横
に
建
設
し
た
も
の
で
す
。
~
ぶ
り
の
風
だ
。
今
年
こ
そ
は
そ
の
光

内
部
に
は
浴
室
、
脱
衣
所
、
~
景
が
見
え
る
と
思
っ
て
い
る
。

休
憩
所
等
に
な
っ
て
お
り
、

i

草
刈
り
て
汗
斎
戒
の
浴
と
な
す

お
湯
は
灯
油
で
沸
か
す
よ
う
~
暑
い
で
す
。
皆
さ
ん
ご
自
愛
下
さ
い
。

に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
近
一

く
に
悌
出
す
る
鉱
泉
を
利
用
~

し
た
共
同
浴
場
は
地
区
以
外
~

の
方
で
も
利
用
で
き
ま
す
。
~

な
お
こ
れ
ら
の
建
設
費
用
に
~

は
ふ
る
さ
と
創
生
補
助
金
を
~

利
用
し
て
い
ま
す
。

一

（
町
長

机
の
前
で

理
屈
を
言
っ
て
い
て
も

風
は
起
ぎ
ぬ
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「
平
地
を
つ
く
る
」

肱
川
町
は
急
傾
斜
地
が
多
く
、
生
活
条
件
は
厳
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

厳
し
い
条
件
の
中
で
、
諸
基
盤
整
備
に
努
力
し
て
い
ま
す
が
、
天
与
の

条
件
克
服
は
な
か
な
か
難
し
い
課
題
で
す
。

し
か
し
、
公
共
用
地
、
住
宅
用
地
、
生
産
基
盤
の
整
備
な
ど
に
要
す
る

平
地
づ
く
り
は
、
町
発
展
の
た
め
に
欠
か
せ
な
い
こ
と
で
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
乱
開
発
を
さ
け
、
あ
く
ま
で
も
自
然
と
共
生
す
る
、

新
し
い
土
地
利
用
形
態
を
考
慮
し
た
平
地
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

土

地

の

造

成

肱
川
町
は
平
地
が
少
な
く
、
こ
の

こ
と
が
町
発
展
の
阻
害
要
因
と
も
な
っ

て
来
ま
し
た
。
加
え
て
近
年
は
、
土

地
の
町
外
所
有
者
も
増
え
て
お
り
、

用
地
の
確
保
が
困
難

に
な
っ
て
き
て
い
ま

す。
今
後
、
公
共
施
設

を
拡
充
し
、
商
業
、

観
光
、
公
園
、
住
宅

用
地
等
を
確
保
す
る

た
め
に
は
、
平
地
づ

く
り
が
不
可
欠
の
条

件
で
す
。

そ
こ
で
、
平
地
づ

く
り
の
手
は
じ
め
と

し
て
、
桂
川
谷
（
大

駄
場
）
の
埋
め
立
て

を
計
画
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
が
完
成
す
る

と
、
約
三

・
一
ヘ
ク

屈前韓

新

し

い

町

め

ざ 創

造し

てを

(3) 

宅

地

の

確

保

と

造

成

タ
ー
ル
の
平
地
確
保
が
で
き
、
大
駄

場
を
中
心
と
し
た
公
共
施
設
、
観
光

施
設
の
充
実
、
河
辺
川
筋
へ
の
連
絡

拠
点
と
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

厳
し
い
自
然
条
件
の
中
で
、
桑
園

造
成
、
農
地
造
成
、
ほ
場
整
備
、
区

画
整
理
等
を
進
め
、
こ
れ
ら
の
基
盤

整
備
状
況
は
約
一
六
六
ヘ
ク
タ
ー
ル

に
な
り
ま
す
が
、
町
内
各
地
域
に
は

ま
だ
ま
だ
開
発
可
能
地
が
約

一
七
〇

ヘ
ク
タ
ー
ル
も
あ
り
、
改
良
を
要
す

る
農
地
も
約
三
三

ヘ
ク
タ
ー
ル
も
あ

る
と
思
わ
れ
ま
す
。

国
道

一
九
七
号
線
沿
い
の

一
部
を

除
く
と
、
住
宅
可
能
地
は
限
ら
れ
て

お
り
町
の
中
心
部
は
地
価
が
高
く
、

宅
地
と
し
て
の
利
用
は
困
難
と
い
え

ま
す
。む

し
ろ
、
商
業
再
開
発
地
と
し
て

検
討
す
べ
ぎ
で
す
。

一
般
宅
地
に
つ
い
て
は
、
外
周
ヘ

一
歩
拡
大
し
て
造
成
、
集
落
再
編
成
、

各
地
区
に

一
カ
所
程
度
の
宅
地
造
成

を
行
い
分
散
し
て
供
給
し
、
新
規
需

要
に
対
応
し
て
行
き
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
安
価
で
良
質
の

宅
地
を
確
保
し
、
若
者
の
農
業
、
田

舎
離
れ
に
よ
る
町
外
流
出
の
防
止
を

は
か
る
と
と
も
に
町
外
者
の
転
入
促

進
を
は
か
り
ま
す
。

い
よ
い
よ
河
辺
川
ダ
ム
は
建
設
に

向
け
動
ぎ
は
じ
め
ま
す
。

河
辺
川
ダ
ム
に
よ
り
予
想
さ
れ
る

水
没
状
況
は
、
宅
地
・
水
田
・
畑
・

山
林
•
河
川
敷
・
道
路
等
を
合
わ
せ

る
と
、
約
二
九
七
万
面
と
い
わ
れ
ま

す。
し
か
し
、
建
設
省
で
は
ダ
ム
建
設

に
よ
る
平
地
造
成
は
、
代
替
地
の
造

成
、
残
土
処
理
に
よ
る
造
成
、
新
規

に
開
発
す
る
造
成
地
等
を
合
わ
せ
る

と、

三
七
三
万
面
に
な
る
と
予
想
し

て
い
ま
す
。

河
辺
川
ダ
ム
に
よ
る

平
地
づ
く
り

◎
次
回
は
、
自
然
景
観
や
地
域
資
源

を
い
か
し
た
「
個
性
を
つ
く
る
」

町
づ
く
り
に
つ
い
て
考
え
ま
す
。

こ
の
数
字
か
ら
見
て
も
、

ダ
ム
建
設
に
よ
り
多
く
の
土

地
が
水
没
し
ま
す
が
、
平
地

は
増
加
す
る
こ
と
が
分
か
り

ま
す
。し

た
が
っ
て
周
辺
地
域
は

大
き
く
変
容
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

ダ
ム
本
体
工
事
や
関
連
エ

事
に
伴
い
、
多
量
の
残
土
が

発
生
し
ま
す
。

良
質
な
土
に
つ
い
て
は
谷

の
埋
め
た
て
、
ダ
ム
建
設
に

よ
り
移
転
せ
ざ
る
を
え
な
い

人
々
の
代
替
地
も
必
要
で
す

し
、
町
内
に
不
足
し
て
い
る

公
共
、
公
益
施
設
の
用
地
も

必
要
で
す
。

原
石
山
に
で
き
る
平
地
な

ど
も
含
め
て
、
町
活
性
の
た

め
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
用
地
と
し
て
整

備
を
進
め
ま
す
。

体
力
づ
く
り
を
と
お
し
た
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ソ
、
健
康
な
町
づ
く
り
を

進
め
る
た
め
の
運
動
公
園
も
必
要
で

す
。大

規
模
な
運
動
公
園
は
望
め
ま
せ

ん
が
、
町
に
似
合
っ
た
公
園
を
整
備

し
、
町
内
の
各
世
代
の
人
々
が
そ
れ

ぞ
れ
の
ス
ボ
ー
ツ
に
参
加
し
、
自
主

的
・
継
続
的
に
取
り
組
む
健
康
づ
く

り
に
む
け
た
ス
ポ
ー
ツ
公
園
の
整
備

を
進
め
ま
す
。

サイレン山造成完成イメージ図
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7月26日に行われた参議院議員通常選挙は前回の投票
率に比べ、 8.59パーセソトも低い結果となりました。な
お選挙区の得票数及び各投票所の投票率等は下記のとお
りでした。

参議院議 員選挙結果（選挙区）

当日有権者数 2,713人
投票者数 1,950人

]所）

去る七月二十九日、肱川町議

会臨時会が、一日間の会期で開

かれ、工事請負契約の締結三件

補正予算一件、その他一件の計

五件の議案全てを原案どおり可

決した。

（議決内容）

一、工事請負契約の締結につい

て

①、町道津の内道野尾線改良

投票所 区分 男 女 別 当日有権者数 投票所別投票率

第 1 男 415 人 84.30 ％ 

基幹集落 女 473 83.72 

セソター 計 888 83.99 

第 2 男 141 74.67 

岩 谷 女 139 74.83 

公 民 館 計 280 74.75 

第 3 男 224 76.52 
• 子・, 和 J 11 女 247 73.31 

集 会 所 計 471 74.84 

第 4 男 243 82.54 

大 谷 女 243 79.52 

小 呂子 校 計 486 80.97 

第 5 男 32 88.57 

中 津 女 37 77.50 

集 会 所 計 69 82.67 

第 6 男 130 78.57 

予 子 林 女 162 83.33 

小 呂子 校 計 292 81.21 

第 7 男 114 84.03 

中 居 谷 女 113 82.61 

集 会 所 計 227 83.33 

男 1,299 81.02 

合 計 女 1,414 79.97 

計 2,713 80.47 

工
事

工
事
費
六
、

三
八
六
万
円

相
手
方
面
川
上
建
設

②
、
菟
野
尾
地
区
農
道
新
設
工
事

工

事

費

五

、

七

一
六
万
五
千

円

相
手
方
昧
肱
川
建
設
工
業

③
、
肱
川
町
防
災
無
線
通
信
施
設

設
備
工
事

工
事
費

二
億
三
、
五
三
五
万

五
千
円

昧
四
国
松
下
シ
ス
テ

ム

二
、
肱
川
町
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
二
号）

地
域
改
善
対
策
事
業
費
（
嘉
城
敷

水
地
区
道
路
他
）
九
億
四
、
三
〇

五
万
四
千
円
、
公
民
館
冷
暖
房
改

修
工
事
費
一
、

ニ
ニ

0
万
円
等
補

正
総
額
九
億
五
、
六

0
0
万
円

三
、
区
域
を
越
え
て
公
の
施
設
を
整

備
す
る
こ
と
に
つ
い
て

町
が
計
画
し
て
い
る
茶
堂
ル
ー
ト

整
備
事
業
が
、
一
部
野
村
町
の
行

政
区
域
（
茶
堂
、
一
ヶ
森
）
内
に
入

る
こ
と
に
つ
い
て
議
決
を
行
っ
た
。

相
手
方

〶
⑥
⑮
④
⑨

国民年金保険料の

「追納制度」について

保
険
料
の
免
除
を
受
け

た
期
問
は
保
険
料
未
納
期

間
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

年
金
を
受
け
る
た
め
に
必

要
な
資
格
期
間
に
含
ま
れ

ま
す
が
、
老
齢
基
礎
年
金

の
額
を
計
算
す
る
と
ぎ
は

三
分
の

一
に
減
額
さ
れ
て

し
ま
い
ま
す
。

保
険
料
の
「追
納
」
と
は
、

保
険
料
の
免
除
を
受
け
て

い
た
被
保
険
者
が
、
そ
の

後
保
険
料
を
納
め
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た

と
き
に
、
免
除
を
受
け
た

期
間
分
の
保
険
料
を
納
付

し
て
、
将
来
、
有
利
な
年
金
給
付
を

受
け
る
こ
と
が
で
ぎ
る
よ
う
に
す
る

た
め
の
優
遇
措
置
で
す
。

追
納
で
き
る
期
問
は
、
追
納
し
よ

う
と
す
る
月
か
ら
過
去
十
年
前
ま
で

さ
か
の
ぼ
っ
て

一
カ
月
単
位
で
、
免

除
を
受
け
た
古
い
期
間
か
ら
保
険
料

を
納
め
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
追
納
す
る
保
険
料
の
額
は

昭
和
六
十
一
年
三
月
ま
で
の
免
除
を

受
け
た
期
間
に
つ
い
て
は
、
当
時
の

保
険
料
の
額
で
納
め
る
こ
と
が
で
き

ま
す
が
、
昭
和
六
十
一
年
四
月
以
降

の
期
間
に
つ
い
て
は
、
免
除
を
受
け

た
年
か
ら
二
年
以
内
で
あ
れ
ば
当
時

の
保
険
料
の
額
で
納
め
、

三
年
以
上

経
過
し
た
場
合
は
、
一
定
の
率
を
乗

じ
た
額
を
加
算
し
た
額
で
納
め
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

な
お
、
保
険
料
の
追
納
は
、
被
保

険
者
ま
た
は
被
保
険
者
で
あ
っ
た
人

が
行
う
こ
と
が
で
き
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
が
、
老
齢
基
礎
年
金
、
旧

国
民
年
金
の
老
齢
年
金
、
通
算
老
齢

年
金
の
受
給
権
者
が
追
納
す
る
こ
と

は
認
め
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。

詳
し
く
は
、
役
場
年
金
係
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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商店街をパレード（子供みこし）

台
風
十
号
が
九
州
に
接
近
す
る
中

恒
例
の
「
風
の
町
鹿
野
川
夏
ま
つ
り
」

が
今
年
も
八
月
七
日
に
行
わ
れ
ま
し

こ。t
 

＂当

日
は
前
日
か
ら
台
風
の
影
響
で

天
候
が
大
変
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、

天
候
に
も
恵
ま
れ
、
各
種
の
イ
ベ
ソ

凰 の 町

鹿野川夏まつり
屯恭究；、唸沼`；:,::.;；褪・，・,；y::•亀：C：邸•心｀凌苺；：｀·,•，;：：認；幻；；．．．． ．．．、． 苓点考．．．．`ら・• •‘• ● ●‘・ • . ．．、· •ヽ・｀．．· •‘··...`· •,........ .．. ;• 9岱；；•c’.9 ‘.； ,•9. ．．、 9. ．．．．．,、.

:;；;；．； :：.；gg翌§ぶ：．：．

にぎわう

｀ ほくもついにやりました

ト
に
町
内
外
か
ら
多
く
の
人
が
参
加

し

一
日
中
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

今
年
は
、
子
供
み
こ
し
の
お
披
露

目
パ
レ
ー
ド
が
行
わ
れ
、
分
校
跡
地

で
神
事
の
あ
と
中
野
小
児
童
た
ち
が

三
体
の
み
こ

し
を
か

つ
ぎ
、
七
夕
笹

飾
り
が
並
ぶ
鹿
野
川
の
商
店
街
を
パ

レ
ー
ド
。
正
午
か
ら
は
今
年
で
五
回

目
と
な
る
ア
ユ
と
う
な
ぎ
の
つ
か
み

ど
り
大
会
が
行
わ
れ
、
役
場
裏
の
河

原
に
は
約
四
百
人
が
参
加
、
終
了
の

合
図
ま
で
ず
ぶ
ぬ
れ
に
な
り
な
が
ら

魚
を
追
い
か
け
ま
し
た
。
多
い
人
は

一
人
で
二
十
匹
の
う
な
ぎ
を
つ
か
ま

え
た
子
供
も
、
中
に
は
泳
ぎ
だ
す
子

供
も
、
う
な
ぎ
を
発
見
す
る
た
び
に

歓
声
が
起
こ
り
、
一
時
間
半
に
わ
た

り
楽
し
み
ま
し
た
。

こ
の
あ
と
行
わ
れ
た
く
じ
付
も
ち

ま
き
は
、
約
六
百
人
が
鹿
野
川
橋
下

の
広
場
に
集
ま
り
、
橋
か
ら
ま
か
れ

る
ク
ジ
付
も
ち
を
必
死
に
な
っ
て
拾
っ

て
い
ま
し
た
。

夏まつりの最後を飾る花火大会

五
時
か
ら
は
、
文
化
グ
ル

ー
プ
発

表
会
や
盆
踊
り
大
会
が
歩
行
者
天
国

で
行
わ
れ
、
歩
行
者
天
国
が
一
段
と

に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

最
後
は
恒
例
の
花
火
大
会
で
す
。

今
年
も
中
学
校
や
国
道
に
多
く
の
見

物
人
が
集
ま
り
、
夜
空
に
美
し
い
大

輪
を
最
後
に
ま
つ
り
が
終
わ
り
ま
し

こ。t
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毎年多くの人でにぎあうクジ付もちまき

「秋の巡M交通事故相談」

平成4年度秋の巡回交通事故相談が、来る 9月

21日から30日まで実施される「秋の全国交通安全

運動」にあわせて、地理的条件、その他の事情に

より常設の交通事故相談所の利用が難しい交通事

故被害者等の利便を図るため、下記のとおり 実施

することとなりました。

交通事故で悩んでおられる方はぜひこの機会を

利用してください。

(1)受付時間 午前10時から午後 3時まで

(2)相談時間 午前10時から午後 4時まで

(3)実施場所

介
護
が
必
要
な
お
年
寄
り
が
お
ら

れ
る
ご
家
庭
で

●
介
護
に
疲
れ
た
ら

●
旅
行
を
す
る
た
め
に

•

そ
の
他
の
事
情
な
ど

で
手
を
離
せ
ず
困
ら
れ
る
場
合
は
、

一
時
的
に
お
年
寄
り
を
預
か
っ
て
も

ら
う
方
法
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
を

「
在
宅
老
人
短
期
保
護
（
シ
ョ

ー
ト

ス

テ
イ
）
」
と

い
い
ま
す
。

預
か
っ
て
も
ら
う
施
設
は
、
市
町

村
組
合
立
の
「
神
南
荘
」
（
五
十
崎
町

内
）
で
、

一
週
間
が
原
則
で
す
が
延

長
も
で
き
ま
す
。

今
ま
で
こ
の
よ
う
な
施
設
が
発
達

月日

9 月 21日

（月）

9 月 25日

（金）

会場

大洲市役所

3階会 議 室

八幡浜市役所

201会議室

担当相談所

本

宇和

署

島

し
て
い
な
か
っ
た
た
め
に
、
近
所
の

人
や
親
類
の
人
に
恥
ず
か
し
い
と
い

う
考
え
が
あ
る
よ
う
で
す
が
、
こ
れ

か
ら
急
速
に
進
む
高
齢
化
時
代
を
考

え
ま
す
と
、
家
族
の
方
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
、
住
民
み
ん
な
が
正
し
い
理

解
を
も
っ
て
、
こ
れ
ら
の
施
設
が
活

用
さ
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
心

配
な
く
ご
利
用
下
さ
い
。

な
お
福
祉
に
関
す
る
い
ろ
い
ろ
な

お
問
い
合
わ
せ
は
、
地
区
の
民
生
委

員
さ
ん
、
社
会
福
祉
協
議
会
、
役
場

の
町
民
課
へ
遠
慮
な
く
ご
相
談
下
さ

、o
し

福
祉
施
設
の
利
用
は

恥
ず
か
し
い
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
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「マイホームの夢」の
実現に向けて

「年金住宅融資」平成4年度第2回受付中

受付平成4年 9月11日（金）まで

融資額最高1,940万円（所用資金の80%)

金利年5.30%
返済 5年から35年

詳しくは（社）愛媛県年金福祉協会

(0899)41-7667まで

近年、食品の製造・加工技術の著しい進歩などにより、多種多

様な食品が出回り、県民の食生活は豊かになっています。

しかし、依然として、食中毒の発生はあとをたたない現状であ

り、本県におげる食中毒発生状況をみると、患者10人以上の集団

発生は、 9月に多発する傾向を示しています。

このため、 9月を「集団食中毒防止月間」と定め、その発生防止

対策を一層強力に推進します。

調理等を行う時は下記のことに十分注意しましょう。

あ
せ
も
は
、
か
ゆ
い
の
で
大
変
つ

ら
い
も
の
で
す
。

か
ゆ
い
原
因
は
、
汗
の
中
に
塩
分

が
含
ま
れ
て
い
る
か
ら
で
す
。

皮
膚
の
柔
ら
か
い
赤
ち
ゃ
ん
や
女

性
は
、
三
時
間
以
上
汗
を
か
き
続
け

る
と
あ
せ
も
に
な
る
と
、
い
わ
れ
ま

す。
三
時
間
以
内
に
汗
を
拭
い
て
冷
や

し
て
や
る
と
あ
せ
も
に
は
な
り
ま
せ

ん。 あ
せ
も
が
か
ゆ
い
原
因

⑰

②

⑯

④

 

② 

調理等における注意事項

1. 不衛生な施設では、調理しないこと。

2. 原材料は、新鮮なものを使用すること。

3. 魚介類の調理に当たっては、十分水洗いすること。

4. 食品を加熱する場合は、十分に行うこと。

5. 調理した食品は、努めて早く食すること。

6. 調理従事者の健康管理に留意し、特に外傷等のある者に調理
させないこと。

7. 折詰弁当を提供する場合は、その場で食し自宅等に持ち帰ら
ないこと。

8. 調理食品のそれぞれを検食として、 72時間冷蔵庫に保管する

こと。

今
年
も
無
保
険
（
無
共
済
）
バ
イ
ク

対
策
協
議
会
（
総
務
庁
、
警
察
庁
、

大
蔵
省
、
農
林
水
産
省
、
運
輸
省
等
）

で
は
、
九
月
一
日
か
ら
九
月
三
十
日

ま
で
「
無
保
険
（
無
共
済
）
バ
イ
ク
を

な
く
そ
う
キ
ャ
ソ
ペ
ー
ソ
」
を
行
い

ま
す
。二

五

OCC
以
下
の
バ
イ
ク
に
は
車

検
制
度
が
な
い
こ
と
も
あ
っ
て
、
自

賠
責
保
険
（
共
済
）
の
継
続
契
約
を
つ

い
忘
れ
が
ち
で
す
。
小
さ
な
バ
イ
ク

だ
か
ら
と
い
っ
て
「
油
断
は
禁
物
」
、

バ
イ
ク
の
起
こ
す
人
身
事
故
も
軽
視

は
出
来
ま
せ
ん
。
無
保
険
（
無
共
済
）

で
死
傷
事
故
で
も
起
こ
し
た
ら
、
そ

れ
こ
そ
大
変
で
す
。

ま
た
、
バ
イ
ク
に
も
自
賠
責
保
険

R
舗
銅
）

す
で
に
、
あ
せ
も
に
な
り
始
め
た

時
に
は
、
蒸
し
タ
オ
ル
で
拭
く
の
が

一
番
効
果
的
で
す
。

あ
せ
も
に
熱
い
風
呂
は
、
余
計
に

か
ゆ
く
な
り
ま
す
。

あ
せ
も
は
汗
の
出
る
圧
力
で
皮
膚

が
ふ
や
け
て
お
こ
り
ま
す
。

あ
せ
も
の
集
合
し
た
も
の
が
、

「
あ
せ
も
の
寄
り
」
で
す
。

昔
か
ら
使
わ
れ
て
い
る
天
花
粉

（
シ
ッ
カ
ロ
ー
ル
）
は
、
乾
か
す
こ
と

が
目
的
で
す
か
ら
、
ぬ
れ
た
皮
膚
に

つ
け
る
と
壁
を
塗
っ
た
よ
う
に
な
っ

「
ま
ず
チ
ェ
ッ
ク

忘
れ
て
な
い
か

自
賠
責
」

（
共
済
）
へ
の
加
入
が
法
律
で

義
務
づ
け
ら
れ
て
お
り
、
無

保
険
（
無
共
済
）
で
走
る
と
、

六
カ
月
以
下
の
懲
役
、
ま
た

は
五
万
円
以
下
の
罰
金
、
さ

ら
に
違
反
点
数
六
点
と
な
り
、

免
許
停
止
処
分
と
な
り
ま
す
。

も
し
、
契
約
切
れ
に
な
っ

て
い
た
ら
、
最
寄
り
の
損
害

保
険
会
社
、
代
理
店
（
バ
イ

ク
・
自
転
車
店
等
）
農
協
ヘ

い
き
ま
し
ょ
う
。

て
、
余
計
に
汗
の
穴
を
ふ
さ

い
で
逆
効
果
に
な
り
ま
す
。

あ
せ
も
の
出
や
す
い
人
は
、

肌
着
を
木
綿
に
す
る
と
予
防

に
効
果
が
あ
り
ま
す
。

か
ゆ
い
の
で
か
く
と
、
皮

膚
が
傷
つ
い
て
バ
イ
キ
ソ
が

入
り
、
化
膿
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

そ
の
時
は
、
ま
ず
消
毒
で

す。
幼
児
は
、
夜
寝
て
い
る
時

に
か
ぎ
む
し
る
の
で
、
手
に

靴
下
を
は
か
せ
る
と
予
防
で

き
ま
す
。

No.,@釦つプん況＞⑯
こ
ん
に
ち
は
、
の
ん
ち
ゃ
ん
で
す
。

食
べ
る
の
大
好
き
！
ア
ソ
パ
ソ
マ
ソ

大
好
き
！
で
も
、
お
母
さ
ん
は
も
っ

と

大
好
き
！

ち
ょ
っ
と
泣
き
虫
で
甘
え
ん
ぼ
う
の

の
ん
ち
ゃ
ん
。
優
し
い
お
姉
ち
ゃ
ん
に

な
れ
る
と
い
い
ね
。

お父さん
寛さん

お母さん
順子さん

成
登
望
未
ち
ゃ
ん
（
大
和
）

平
成
2
年
7
月

19
日
生

2
歳
1
か
月

三
人
目
に
し
て
や

っ
と
男
の
子

誕
生
。
バ
ソ
ザ
ー
イ
。
と
思
っ
て

か
ら
早
く
も
息
子
は
二
歳
に
な
り

ま
し
た
。
そ
ろ
そ
ろ
男
の
子
ぶ
り

を
発
揮
さ
せ
て
く
れ
る
の
か
ナ
ァ
゜

楽
し
み
で
す
。

お父さん
清志さん

お母さん
邦子さん

出
水
翔
太
く
ん
（
大
和
）

平
成
2
年

6
月

25
日
生

2
歳
1
か
月



(?) ~。@。領） 祖り

ろ願 ＇‘め 的支体 す福そをでさ
〇しい部て今財えで社°祉の基すん社

くを落お年源るあ協 の他礎゜を会
会ご致長りもと財るか ま各とそ会福
費協しさま八し源以民 ち分しの員祉
ヘ

年
力てん す 月 て は 上 間 づ野て活と協

雙だ
くおを゜を活‘‘の くの‘動す議

り通 会用社こ自 り福在はる会
三さまじ 費し協れ主 を祉宅‘民は
〇いす て 納 て会 ら的 進活福ー住

間‘
0 0 の納 入い費のな め動祉 福町

民円 で入 月まを活福 てに活 祉民
‘の とす基動祉 いよ闊喜団の
よお 定°本を団 まり ←体皆

七
月
二
十
二
日
、
肱
川
町
公
民
館

に
お
い
て
、
郡
内
約
六
十
名
の
婦
人

民
生
児
童
委
員
が
参
加
し
て
、
研
修

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

目
的
は
、
今
日
、
増
大
し
て
い
ま

す
要
介
護
老
人
や
重
度
障
害
者
、
ま

た
家
庭
と
児
童
を
取
り
ま
く
環
境
の

変
化
等
に
伴
い
、
福
祉
ニ
ー
ズ
は
多

様
化
し
、
増
加
し
て
き
て
お
り
、
ニ

十
一
世
紀
の
高
齢
社
会
に
向
か
っ
て
、

喜
多
郡
婦
人
民
生
児
童
委
員

研
修
会
開
催

各
種
制
度
、
施
設
の
拡
充
強
化
が
進

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
様
な
状
況
の
中
、
地
域
福
祉

の
担
い
手
で
あ
る
民
生
児
童
委
員
の

果
た
す
役
割
は
、
ま
す
ま
す
重
要
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

特
に
婦
人
民
生
児
童
委
員
に
は
、

そ
の
特
性
を
生
か
し
た
ぎ
め
細
か
な

地
域
福
祉
活
動
の
展
開
に
大
ぎ
な
期

待
が
よ
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
婦
人
民
生
児
童
委
員

と
し
て
の
役
割
と
活
動
の
在
り
方
に

つ
い
て
研
究
協
議
を
行
い
、
今
後
の

活
動
促
進
に
資
す
る
た
め
で
す
。

午
前
中
、
四
つ
の
分
散
会
で
、
自

由
討
議
を
行
い
、
午
後
は
、
「

二
〇

二
0
年
を
見
つ
め

て
ー
高
齢
者
の
日

米
比
較
ー
」
と
題
し
て
、
（
株
）
バ
ッ

フ
ォ
取
締
役
文
化
事
業
室
長
、
ヘ
ロ

肱川町社協では、町内全戸が会員

になってもらい、その代表者を中心

に計画をたて、活動を行っています。

幸福の家

g

零

サ

ー

社

協

会

費

納

入

の

お

願

い

第
二
巻

第
一
巻

第
一
巻

第
二
巻

第
三
巻

第
四
巻

社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
こ
の
た

び
ね
た
き
り
老
人
等
の
介
護
用
の
ビ

デ
オ
の
貸
出
を
始
め
ま
し
た
の
で
、

ご
利
用
下
さ
い
。

利
用
料
は
無
料
で
す
。
ま
た
、
社

協
事
務
所
（
創
作
館
）
で
視
聴
す
る
こ

と
も
で
ぎ
ま
す
の
で
、
お
申
し
出
下

さ
い
。

0

お
と
し
よ
り
の
リ
ハ
ビ
リ

（全
4
巻）

リ
ハ
ビ
リ
の
基
本

起
き
あ
が
る
た
め
に

歩
く
た
め
に

器
具
の
活
用

第
三
巻

0

お
と
し
よ
り
の
介
護

（全

8
巻）

ね
た
ぎ
り
老
人
の
ね
ま
き

と
シ
ー
ツ
の
と
り
か
え

ね
た
き
り
老
人
の
排
せ
つ

の
世
話

ね
た
ぎ
り
老
人
の
身
体
の

ふ
き
方

介
護
用
ビ
デ
オ

(
V
H
S
)

の
貸
出
を
し
て
い
ま
す
。

ソ
久
保
田
雅
子
先
生
の
講
演
が
あ
り

ま
し
た
。

現
在
、
喜
多
郡
内
に
民
生
児
童
委

員
数
は
、
百
五
人
で
、
そ
の
約
半
数

が
婦
人
で
す
。

肱
川
町
民
生
児
童
委
員
、
十
三
人

七
人
が
婦
人
で
、
今
後
の
婦
人
部
の

活
躍
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

0

家
族
に
痴
呆
（
ぼ
け
）
が
お
こ
っ
た

時
第
二
巻

第
一
巻

第
八
巻

第
六
巻

第
七
巻

第
五
巻

第
四
巻

ね
た
き
り
老
人
の
洗
髪
と

マ
ッ
サ
ー
ジ

ね
た
ぎ
り
老
人
の
食
事
の

工
夫

福
祉
機
器
の
利
用

痴
呆
性
老
人
の
診
断
法
と

接
し
方

痴
呆
性
老
人
の
問
題
行
動

と
予
防
の
て
だ
て

0

痴
呆
性
老
人
の
家
庭
介
護

（全
2
巻）

痴
呆
の
理
解
と
支
援
サ
ー

ビ
ス

家
庭
介
護
の
実
際

(
1
巻）

0

在
宅
介
護
を
は
じ
め
る
た
め
に

ー
ね
た
き
り
を
ふ
せ
ぐ
ー

(
1
巻）

0

や
さ
し
さ
の
ま
ち
が
好
き

0

お
元
気
で
す
か

ー
豊
か
な
経
験
を
安
全
運
転
ヘ
ー
＇

0

こ
ろ
ば
ぬ
先
の
住
ま
い
の
工
夫

0

高
齢
者
の
ス
ポ
ー
ツ

0

高
齢
者
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

0

高
齢
者
の
健
康
、
つ
く
り

拾

遺

新
聞
・
雑
誌
な
ど
で
は
、
統
計
デ
ー

タ
の
数
字
表
現
に
「
何
人
に
一
人
」

「
何
分
の
一
」
と
か
、
「
何
割
」
と
い
っ

た
表
現
を
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
意
外

に
多
い
こ
と
に
気
が
付
き
ま
す
。

で
は
「
四
人
の

一
人
」
を
見
て
み
る

と※
平
成
三
十
二
年
（
二

0
二
0
年
）
に

は
、
六
十
五
歳
以
上
の
老
齢
人
口

（
将
来
人
ロ
一
億
二
六
九

0
万
人
）

は
二
五
・
ニ
％
、
四
人
に

一
人
が

老
人
に
な
る
と
推
定
：
．
o

※
現
在
、
厚
生
年
金
は
、
被
保
険
者

六
・
六
人
で
一
人
の
老
齢
年
金
受

給
者
を
支
え
て
い
る
が
、
平
成
十

二
年
（
二

0
0
0年
）
に
は
、
四
人

で
一
人
（
成
熟
二
五
.
0
)
を
支
え

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
見
込
ま
れ

て
い
る
：
．
o

※
国
民
の
四
人
に
一
人
（
人
口
千
人

に
対
す
る
割
合

二
五
ニ
・
四
）
は

病
院
に
通
っ
た
計
算
：
．
o

※
二
十
歳
以
上
の
国
民
の
四
人
に
一

人
（
二
四
•
四
％
）
は
、
家
族
を
主

に
な
っ
て
介
護
し
た
経
験
が
あ
る
。

※
二
十
歳
以
上
の
国
民
の
四
人
に
一

人
（
二
四
・
八
％
）
は
、
将
来
、
自

分
が
介
護
し
て
も
ら
い
た
い
人
と

し
て
、
「
医
療
・
介
護
の
専
門
職

の
人
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
・
家
政

婦
」
を
あ
げ
て
い
る
。

※
労
働
力
人
人
口
の
四
人
に
一
人
は

六
十
五
歳
以
上
の
人
。

：
厚
生
統
計
・
豆
マ
メ
話
か
ら
：
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去
る
七
月
十
四
日

鹿
野
川
荘
に
於
い
て
、

共
済
友
の
会
総
会
と

推
進
大
会
が

二
百
名

の
参
加
者
に
よ
り
盛

大
に
開
催
し
た
。

来
賓
に
は
、
肱
川

町
助
役
・
永
田
利
幸

氏
を
始
め
、
肱
川
町

森
林
組
合
長

・
河
野

美
治
氏
、
県
共
済
連

松
山
事
務
所
長
・
毛

利
森
夫
氏
に
臨
席
を

賜
り
そ
れ
ぞ
れ
の
立

場
で
ご
祝
辞
を
頂
き

大
会
に
花
を
そ
え
て

鹿 野 J 11 荘 に 於 て

頂
い
た
。

先
ず
共
済
友
の
会
亀
田
会
長
よ
り

あ
い
さ
つ
、
共
済
の
必
要
性
に
つ
い

て
休
験
等
を
話
さ
れ
、
続
い
て
高
額

加
入
者
三
名
に
対
し
優
績
表
彰
を
行

い
、
続
い
て
鉾
岩
組
合
長
よ
り
あ
い

さ
つ
が
有
っ
た
。

ま
た
今
年
は
、
共
済
友
の
会
役
員

の
改
選
期
に
当
り
そ
れ
ぞ
れ
次
の
通

り
新
役
員
が
選
任
さ
れ
た
。

引
き
続
ぎ
推
進
大
会
に
切
り
替
え

ら
れ
、
平
成
四
年
度
計
画
に
つ
い
て

の
発
表、

滝
野
寿
満
氏
に
よ
る
力
強

い
決
議
の
朗
読
が
有
り
、
今
年
度
目

標
二
十
五
億
円
の
早
期
必
達
が
満
場

一
致
で
採
択
さ
れ
た
。

” ” ” ” ” ” ” ” ” ” ” ” 
幹副会

//会
事長長

副
会
長
松
本
金
次
郎
氏
の

閉
会
の
あ
い
さ
つ
の
後
、
懇

親
会
に
う
つ
り
谷
本
恒
雄
氏

に
よ
る
乾
杯
の
音
頭
で
な
ご

や
か
な
雰
囲
気
の
中
に
、
ア

ト
ラ
ク
シ
ョ
ソ
と
し
て
今
治

出
身
の
歌
手
白
川
あ
っ
子
さ

ん
に
よ
り
唄
の
披
露
が
あ
っ

こ
。

t
 

亀

田

元

市

松
本
金
次
郎

台

野

正

光

山

根

孝

夫

片
山

一
郎

藤

中

正

冨

永

利

彦

上

田

武

藤
原
茂
瑣
夫

北

川

義

夫

高

田

貞

務

沖

野

次

雄

西

山

輝

重

宮

田

義

盛

藤

田

重

量

大

森

広

幸

I ウルグアイ・ラウンド年末決着への期待感を表明したミュンヘン：サミット I 

■歩
み
寄
れ
な
い
困
難
な
事
情

七
月
六
日
か
ら
八
日
ド
イ
ツ
の
ミ
ュ

ソ
ヘ
ソ
で
開
催
さ
れ
た
先
進
国
首
脳

会
議
（
サ
ミ
ッ
ト
）
は
「
ラ
ウ
ソ
ド
の

合
意
は
本
年
末
よ
り
前
に
達
成
さ
れ

得
る
」
と
の
期
待
感
を
表
明
し
ま
し

た
。
ア
メ
リ
カ
と

E
C
は
サ
ミ
ッ
ト

中
に
も
個
別
折
衝
を
行
い
ま
し
た
が
、

困
難
な
内
部
事
情
に
よ
り
局
面
打
開

に
は
至
ら
な
か
っ
た
の
で
す
。

E
C
は
農
産
物
価
格
の
引
き
下
げ

と
農
家
へ
の
直
接
所
得
補
償
を
柱
と

す
る
農
政
改
革
に
十
八
カ
月
も
か
け

て
よ
う
や
く
合
意
し
ま
し
た
。
こ
の

改
革
に
対
し
ア
メ
リ
カ
側
は
「
域
内

保
護
だ
け
で
な
く
、
輸
出
補
助
と
輸

入
制
限
の
分
野
で
も
ダ
ソ
ケ
ル
案
に

近
づ
け
る
よ
う
、
さ
ら
に
改
革
す
る

べ
き
だ
」
と
せ
ま
っ
て
い
ま
す
が
、

こ
の
二
度
目
の
改
革
が
E
C
側
に
と
っ

て
は
困
難
な
政
治
課
題
に
な
っ
て
い

る
の
で
す
。

一
方
、
ア
メ
リ
カ
側
も
「
譲
歩
す

べ
き
な
の
は

E
C
側
で
あ
り
、
ダ
ソ

ケ
ル
案
は
弱
め
ら
れ
な
い
」
と
の
強

硬
姿
勢
で
議
会
や
農
業
団
体
の
支
持

を
取
り
付
け
て
き
て
お
り
、

E
C
に

歩
み
寄
る
こ
と
は
容
易
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

■警
戒
す
べ
き
輸
出
国
の
個
別
折
衝

し
か
し
、
ア
メ
リ
カ
と

E
C
は
そ

れ
ぞ
れ
困
難
な
事
情
を
か
か
え
な
が

ら
も
、
合
意
に
む
け
、
今
後
も
水
面

下
の
折
衝
を
継
続
し
て
い
く
と
予
想

さ
れ
ま
す
。
今
年
に
入
り
双
方
は
閣

僚
レ
ベ
ル
の
協
議
を
断
続
的
に
行
っ

て
き
て
お
り
、
部
分
的
に
は
妥
協
の

さ
ぐ
り
合
い
を
始
め
た
と
伝
え
ら
れ

て
い
ま
す
。

ま
た
、
ア
メ
リ
カ
政
府
の
内
部
に

は
早
期
決
着
は
景
気
回
復
や
雇
用
増

大
に
役
立
ち
、
大
統
領
選
に
も
プ
ラ

ス
だ
と
の
主
張
が
あ
り
、
ラ
ウ
ソ
ド

決
着
で
途
上
国
へ
の
投
資
に
よ
り
利

益
の
拡
大
を
ね
ら
う
企
業
な
ど
も
、

農
業
分
野
の
妥
協
を
強
く
要
求
し
て

い
ま
す
。
こ
う
し
た
状
況
の
な
か
で
、

ア
メ
リ
カ
と

E
C
が
い
つ
、
ど
の
よ

う
な
形
で
個
別
折
衝
を
再
開
さ
せ
て

い
く
の
か
、
そ
し
て
政
治
的
に
困
難

な
課
題
を
ど
う
乗
り
越
え
て
い
く
の

か
、
世
界
中
の
関
係
者
は
関
心
を
集

中
さ
せ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

し
か
し
、
農
業
交
渉
が
強
く
求
め

ら
れ
て
い
る
の
は
決
着
時
期
の
議
論

で
は
な
く
、
食
糧
の
輸
入
国
に
と
っ

て
も
平
等
か
つ
公
正
な
合
意
を
追
求

す
る
こ
と
な
の
で
す
。

七
月
九
日
、
堀
内
巳
次
J
A
全
中

会
長
は
サ
ミ
ッ
ト
経
済
宣
言
に
関
す

る
談
話
を
発
表
し
、
「
ア
メ
リ
カ
と

E
C
が
、
自
ら
の
市
場
確
保
の
た
め

輸
出
国
の
論
理
で
ダ
ソ
ケ
ル
案
を
修

正
し
、
そ
の
内
容
を
多
国
間
交
渉
の

合
意
の
基
礎
に
す
る
こ
と
を
ね
ら
っ

て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
よ
う
な

こ
と
は
断
じ
て
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
」

と
述
べ
ま
し
た
。
多
国
間
交
渉
の
ル
ー

ル
を
無
視
し
、
か
つ
国
際
市
場
の
安

定
的
発
展
に
貢
献
し
て
き
た
我
が
国

の
役
割
を
評
価
し
よ
う
と
し
な
い

一

部
の
輸
出
国
が
水
面
下
の
折
衝
で
合

意
を
作
り
上
げ
よ
う
と
す
る
横
暴
さ
、

不
公
正
さ
を
広
く
訴
え
て
い
く
こ
と

が
今
後
重
要
な
運
動
の
課
題
に
な
っ

て
い
く
と
言
え
ま
す
。
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日
頃
、
農
業
者
の
方
々
か
ら
「
農

業
者
年
金
の
存
在
に
つ
い
て
は
知
っ

て
い
る
が
、
そ
の
制
度
の
仕
組
み
や

年
金
を
も
ら
う
た
め
の
手
続
ぎ
な
ど

が
複
雑
で
、
よ
く
分
か
ら
な
い
」
と

い
う
声
を
聞
ぎ
ま
す
。
そ
こ
で
、
農

業
者
年
金
の
加
入
資
格
等
農
業
者
年

金
制
度
の
概
要
と
特
色
に
つ
い
て
、

分
か
り
や
す
く
説
明
い
た
し
ま
す
。

農
業
者
年
金
制
度
は
、
「
農
民
に

も
サ
ラ
リ
ー
マ
ソ
並
み
の
年
金
を
」

と
い
う
全
国
の
農
業
者
の
方
々
か
ら

の
強
い
要
望
を
背
景
と
い
た
し
ま
し

て
、
昭
和
四
十
六
年

一
月
に
発
足
し

た
制
度
で
す
。

こ
の
、
農
業
者
年
金
制
度
の
目
的

と
し
て
は
‘
―
つ
は
農
業
者
の
老
後

生
活
の
安
定
を
図
る
こ
と
、

も
う

一

つ
は
農
業
経
営
者
の
若
返
り
に
よ
る

農
業
経
営
の
近
代
化
や
経
営
規
模
の

拡
大
を
促
進
す
る
こ
と
で
す
。

制
度
が
発
足
し
て
本
年
は

二
十
二

年
目
を
迎
え
、
平
成
――
一
年
度
末
の
加

入
者
数
は
約
五
十
三
万
人
で
、
約
四

割
は
後
継
者
と
し
て
加
入
し
た
も
の

で
す
。
ま
た
、
年
金
を
も
ら
っ
て
い

る
方
は
、
約
七
十

一
万
人
に
達
し
て

お
り
、
一
年
間
に
支
払
わ
れ
る
年
金

総
額
は
、
平
成
三
年
度
で
約
二
千
四

百
億
円
に
も
達
し
て
お
り
ま
す
。
こ

二
つ
目
は
、
農
地
の
売
買
事
業
で

あ
り
ま
す
。

こ
の
事
業
は
、
農
業
者

れ
を

一
人
当
た
り
で
み
ま
す
と
、
年

間
の
年
金
額
は
、
六
十
五
歳
未
満
で
、

多
い
人
で
は
九
十
万
円
近
く
に
な
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
を

一
市
町

村
当
た
り
で
み
ま
す
と
平
均
で
約
八

千
万
円
、
一
都
道
府
県
当
た
り
で
み

ま
す
と
平
均
で
約
五
十
一
億
円
と
な

り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
今
や
農
業

者
年
金
は
、
農
家
の
暮
ら
し
に
欠
か

せ
な
い
も
の
と
し
て
多
く
の
方
々
に

喜
ば
れ
て
お
り
、
更
に
ま
た
、
農
村

地
域
経
済
に
と
っ
て
も
な
く
て
は
な

ら
な
い
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
農
業
者
年
金
制
度
を
実
施
し

て
い
る
機
関
は
「
農
業
者
年
金
基
金
」

と
い
う
特
殊
法
人
で
あ
り
ま
す
。
こ

の
農
業
者
年
金
基
金
で
は
、
農
業
者

年
金
事
業
の
他
に
四

つ
の
事
業
を
行
っ

て
い
ま
す
。

―
つ
目
は
、
離
農
給
付
金
支
給
事

業
で
す
。
こ
の
事
業
は
、
農
業
者
年

金
に
加
入
で
き
な
い
安
定
兼
業
農
家

等
が
経
営
規
模
の
拡
大
を
目
指
す
農

業
者
年
金
の
加
入
者
な
ど
に
経
営
移

譲
し
た
と
き
に
給
付
金
を
支
給
す
る

も
の
で
す
。

農
業
者
年
金
制
度
の
あ
ら
ま
し

●
誰
で
も
わ
か
る
年
金
の
話

年
金
の
受
給
要
件
で
あ
り
ま
す
経
営

移
譲
を
円
滑
に
進
め
る
た
め
、
農
業

者
年
金
基
金
が
離
農
希
望
者
の
農
地

を
買
い
入
れ
、
経
営
規
模
の
拡
大
を

図
ろ
う
と
す
る
農
業
者
年
金
の
加
入

者
等
に
売
り
渡
す
も
の
で
す
。

三
つ
目
は
、
農
地
の
貸
借
事
業
で

あ
り
ま
す
。
こ
の
事
業
は
、
経
営
移

譲
を
し
よ
う
と
思

っ
て
も
相
手
が
い

な
い
た
め
、
経
営
移
譲
が
で
き
な
い

と
い
う
方
の
農
地
を
農
業
者
年
金
基

金
が
借
り
受
け
る
こ
と
に
よ
り
、
経

営
移
譲
を
完
結
さ
せ
、
こ
の
農
地
を

規
模
拡
大
を
図
ろ
う
と
す
る
農
業
者

年
金
の
加
入
者
な
ど
に
貸
し
付
け
る

も
の
で
す
。

四
つ
目
は
、
融
資
事
業
で
あ
り
ま

す
。
こ
の
事
業
は
、
経
営
規
模
の
拡

大
を
図
ろ
う
と
す
る
農
業
者
年
金
の

加
入
者
な
ど
に
、
離
農
希
望
者
の
農

地
を
取
得
す
る
た
め
に
必
要
な
資
金

を
貸
し
付
け
る
も
の
で
す
。

こ
の
よ
う
に
こ
れ
ら
四
つ
の
事
業

は
、
農
業
者
年
金
事
業
と
一
体
的
に

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

（
そ
の

農
業
者
年
金
の
は
な
し

ヽ

次
に
、
農
業
者
年
金
の
特
色
に
つ

い
て
説
明
す
る
こ
と
と
し
ま
す
。

一
点
目
は、

農
業
者
年
金
に
加
入

す
る
こ
と
が
で
き
る
方
は
、
農
業
経

営
主
と
そ
の
後
継
者
な
ど
で
あ
り
ま

す
が
、
こ
れ
ら
の
農
業
者
年
金
の
加

入
者
（
被
保
険
者
）
が
六
十
五
歳
ま
で

に
後
継
者
や
規
模
拡
大
を
図
ろ
う
と

す
る
第
三
者
の
方
に
農
業
経
営
を
移

譲
し
ま
す
と
、
国
か
ら
の
手
厚
い
助

成
が
あ
る
経
営
移
譲
年
金
が
も
ら
え

る
こ
と
で
す
。

二
点
目
は
、
農
業
者
年
金
制
度
が

国
の
法
律
に
基
づ
く
政
策
的
な
年
金

制
度
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
加
入
者
の

保
険
料
以
外
に
、
国
か
ら
の
多
額
な

補
助
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
る
こ

と
で
す
。
具
体
的
に
は
経
営
移
譲
年

金
給
付
費
の
う
ち
二
分
の
一
が
国
庫

助
成
で
あ
り
、
さ
ら
に
そ
れ
に
加
え

て
平
成
三
年
度
か
ら
追
加
的
に
国
庫

助
成
を
受
け
る
こ
と
と
な

っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら
の
措
置
に
よ
り
年
金
財

政
は
、
ま
っ
た
＜
心
配
が
な
く
将
来

に
わ
た
っ
て
安
心
し
て
頼
れ
る
年
金

制
度
で
あ
る
こ
と
で
す
。

R

⑯

⑨

R

 

農
林
会
館
の
警
備

保
障
施
設
の
設
置

に
つ
い
て

農
協
で
は
現
在
各
事
業
所
と

も
夜
間
の
警
備
保
障
を
委
託
契

約
に
よ
り
行

っ
て
お
り
ま
す
が
、

今
回
農
林
会
館
（
農
協
、
森
林

組
合
）
も
セ
コ
ム
保
障
会
社
に

委
託
契
約
を
す
る
事
に
致
し
ま

し
た
。
委
託
時
間
は
十
八
時
か

ら
翌
朝
の
八
時
ま
で
と
な
り
ま

す
の
で
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

実
施
日
時
に
つ
い
て
は
九
月

一
日
か
ら
の
予
定
で
あ
り
ま
す
。

J
A
肱
川

へ

農
業
新
聞
購
読

推
進
に
つ
い
て

目
標
九
一
部

J
A
肱
川
で
は
、
農
業
新
聞

の
普
及
推
進
を
実
施
し
て
お
り

ま
す
。

県
下

一
三
、
五

0
0部
を
目

ざ
し
て
大
運
動
を
展
開
し
て
お

り
ま
す
が
、

J
A
肱
川
の
目
標

は
九

一
部
で
す
か
ら
あ
と

ニ―

部
の
増
部
を
せ
ね
ば
な
り
ま
せ

ん
。
市
況
は
も
と
よ
り
政
治
、

経
済
と
幅
広
く
紙
面
一
杯
に
新

し
い
ニ
ュ

ー
ス
が
掲
載
さ
れ
て

お
り
ま
す
。
ど
う
か
今

一
度
購

読
し
て
頂
ぎ
ま
す
よ
う
お
願
い

致
し
ま
す
。

申
し
込
み
は
、
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森
林
は
、
木
材
を
生
産
す
る

と
い
う
役
割
だ
け
で
な
く
、
も

う

一
っ
公
益
的
な
機
能
を
果
た

し
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
は
、
水
資
源
の
か
ん
養
、

土
砂
流
出
及
び
崩
壊
防
止
、
保

健
休
養
な
ど
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま

す
が
、
こ
れ
の
公
益
的
な
役
割

の
価
値
は
金
額
に
す
る
と
い
く

ら
に
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。
こ

こ
に
、
昭
和
六
十
年
に
林
野
庁

が
試
算
し
た
数
字
が
あ
り
ま
す

の
で
紹
介
し
ま
す
。

①
水
資
源
か
ん
養
機
能
森
林

に
降
っ
た
雨
の
大
半
は
、
森
林

の
土
壌
の
中
に
し
み
込
ん
で
、

地
下
水
な
ど
と
し
て
ゆ
っ
く
り

と
河
川
に
流
れ
出
ま
す
。
つ
ま

り
、
森
林
は
「
緑
の
ダ
ム
」
と
い

わ
れ
る
よ
う
に
、
降
水
を
貯
め

て
お
く
と
い
う
大
切
な
機
能
を

持
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
機
能
は
、

洪
水
の
防
止
や
渇
水
の
緩
和
に

も
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い

ま
す
。こ

の
機
能
の
評
価
は
、

一
年

間
の
森
林
の
降
水
貯
留
量
を
二

三
0
0億
ト
ソ
と
推
定
し
、
こ

の
量
を
人
工
の
ダ
ム
に
よ
っ
て

代
替
さ
せ
る
と
い
く
ら
に
な
る

か
と
い
う
観
点
か
ら
、
ダ
ム
に

よ
る
水
の
生
産
原
価
を
掛
け
て

三
兆
六
八

0
0億
円
と
し
て
い

ま
す
。

②
土
砂
流
出
防
止
機
能
森
林

の
樹
冠
は
、
雨
が
直
接
地
面
に

当
た
っ
て
地
表
面
が
侵
食
さ
れ
る

こ
と
を
防

ぎ
、
ま
た
、
よ
く
発
達
し
た
森
林
土
壌
も
降

雨
に
よ
り
土
砂
が
流
れ
出
る
こ
と
を
防
ぎ
ま

す。
こ
の
機
能
の
評
価
は
、
森
林
の
あ
る
場
合

と
な
い
場
合
の
年
間
の
土
砂
流
出
量
な
ど
か

ら
森
林
に
よ
っ
て
抑
止
さ
れ
て
い
る
土
砂
流

出
量
を
五
七
億
立
米
と
推
定
し
、
こ
れ
を
砂

防
ダ
ム
に
よ
っ
て
代
替
さ
せ
る
と
い
く
ら
に

な
る
か
と
い
う
観
点
か
ら
、
そ
の
建
設
単
価

を
掛
け
て
、
六
兆
八
八

0
0億
円
と
し
て
い

ま
す
。

③
土
砂
崩
壊
防
止
機
能

森
林
の
樹
木
は
、

土
の
中
に
し
っ
か
り
と
根
を
張
り
、
大
雨
に

よ
る
山
崩
れ
な
ど
を
防
い
で
く
れ
ま
す
。

こ
の
機
能
の
評
価
は
、
森
林
が
あ
る
場
合

と
な
い
場
合
の
崩
壊
土
砂
量
の
差
な
ど
か
ら

森
林
に
抑
止
さ
れ
て
い
る
崩
壊
土
砂
量
を

一

億
――
1
0
0
0
万
立
米
と
推
定
し
、
②
と
同
様

の
計
算
方
式
で
一
五

0
0億
円
と
し
て
い
ま

す。④
保
健
休
養
機
能

わ
が
国
の
森
林
は
、
四

季
折
々
の
変
化
に
富
み
、
美
し
い
景
観
を
形

成
す
る
と
と
も
に
、
我
々
に
潤
い
と
安
ら
ぎ

を
与
え
て
く
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
森
林

は
、
森
林
浴
や
ハ
イ
キ
ソ
グ
、
登
山
な
ど
の

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ソ
の
場
の
提
供
、
自
然
と

の
ふ
れ
あ
い
の
場
の
提
供
な
ど
の
機
能
を
も
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
を
総
合
し
て
保
健
休
養

機
能
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

こ
の
機
能
の
評
価
は
、
す
べ
て
の
観
光
レ

ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ソ
に
消
費
れ
た
金
額
を
推
計

し
、
そ
れ
に
わ
が
国
の
森
林
率
六
七
％
を
掛

け
て
四
兆
六
八

0
0億
円
と
し
て
い
ま
す
。

⑤
野
生
鳥
獣
保
謹
機
能

森
林
は
、
野
鳥
や

鹿
、
猪
な
ど
の
野
生
鳥
獣
の
生
息
や
繁
殖
場

森
林
の
果
た
す
役
割
は
い
く
ら
？

所
と
し
て
重
要
で
あ
り
、
そ
れ
ら
を
保
護
し

て
い
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
の
機
能
の
評
価
は
、
全
森
林
の
鳥
類
の

生
息
数
を
八
一

0
0万
羽
と
推
定
し
、
そ
の

数
の
鳥
類
が
い
な
か
っ
た
場
合
、
害
虫
が
増

え
て
森
林
に
被
害
を
与
え
る
と
い
う
観
点
か

ら
、
害
虫
防
除
経
費
と
害
虫
の
食
害
に
よ
る

立
木
の
材
質
低
下
損
害
額
か
ら
七
三
0
0億

円
と
し
て
い
ま
す
。

⑥
酸
素
供
給
、
大
気
浄
化
機
能

樹
木
は
、

光
合
成
に
よ
っ
て

二
酸
化
炭
素
を
吸
収
し
、

酸
素
を
放
出
し
ま
す
。
乾
燥
重
量
で
一
ト
ソ

の
木
材
が
生
産
さ
れ
る
場
合
、
一
・
六
ト
ン

の
二
酸
化
炭
素
を
吸
収
し
、
一
・

ニ
ト
ソ
の

酸
素
を
放
出
し
ま
す
。

こ
の
機
能
の
評
価
は
、
森
林
の
成
長
量
か

ら
一
年
間
の
酸
素
放
出
量
を
七
九

0
0万
ト

ン
と
推
定
し
、
人
工
的
に
こ
れ
だ
け
の
酸
素

を
作
っ
た
ら
い
く
ら
に
な
る
か
と
い
う
観
点

か
ら
、
計
算
す
る
と
一
五
兆
四
七

0
0億
円

と
な
り
ま
す
。

こ
れ
ら
以
外
に
も
森
林
の
持
つ
機
能
は
あ

り
ま
す
が
、
こ
の
六
つ
の
機
能
の
評
価
額
を

合
計
す
る
と
三
一
兆
五
九

0
0億
円
、
約
―
―
―

二
兆
円
と
い
う
莫
大
な
金
額
に
な
り
ま
す
。

日
本
の
森
林
面
積
は
約
二
五
0
0万
ヘ
ク
タ
ー

ル
で
す
か
ら
、
ヘ
ク
タ
ー
ル
当
た
り
に
す
る

と

―
二

八
万
円
に
な
り
ま
す
。
今
ま
で
森
林

所
有
者
は
、
森
林
が
公
共
の
た
め
に
役
に
立
っ

て
い
る
こ
と
は
知
っ
て
い
て
も
、
自
分
の
山

に
対
し
て
こ
の
よ
う
な
実
感
は
な
か
っ
た
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
こ
う

し
て
山
を
あ
ら
た
め
て
見
て
み
る
と
森
林
の

重
要
性
が
再
認
識
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。
こ
つ
よ
う
な
す
ば
ら
し
い
役
割

を
絶
え
ず
果
た
し
て
く
れ
て
い
る
森
林
を
私

達
は
守
り
続
け
て
行
き
た
い
も
の
で
す
。

林
業
改
良
指
導
員
真
木
賢
二
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抑
制
き
ゅ
う
り

ー
灌
水
・
追
肥
の
考
え
方
ー

抑
制
き
ゅ
う
り
の
栽
培
で
は
定
植
後
の

天
候
が
高
温
・
長
日
で
あ
る
た
め
、
生
育

初
期
の
肥
効
が
早
く
、
茎
葉
が
徒
長
し
て

軟
弱
に
育
ち
や
す
く
な
り
ま
す
。

苗
の
活
着
後
は
「
日
中
、
葉
が
萎
れ
て

い
れ
ば
翌
朝
に
灌
水
す
る
」
程
度
ま
で
灌

水
量
を
控
え
て
根
張
り
を
良
く
し
、
茎
葉

の
引
き
締
ま
っ
た
草
姿
に
仕
立
て
る
こ
と

が
大
切
で
す
。

”
そ
し
て
、
親
づ
る
の
葉
数
が
十
二
？
十

三
枚
で
収
穫
予
定
の
一
番
果
が
開
花
期
頃

か
ら
は
、
草
勢
を
見
な
が
ら
除
々
に
灌
水

量
を
増
や
し
て
い
き
、
収
穫
開
始
期
以
降

は
充
分
に
灌
水
を
行
っ
て
新
し
い
側
枝
を

続
々
に
発
生
さ
せ
る
と
と
も
に
果
実
の
肥

大
も
促
進
し
ま
す
。

追
肥
は
、
草
勢
や
葉
色
を
見
て
定
植
後

三
？
四
週
間
目
頃
か
ら
始
め
ま
す
。

特
に
、
こ
の
作
型
で
は
収
穫
開
始
後
の

約

一
ヶ
月
間
の
肥
培
管
理
が
重
要
で
す
。

こ
の
時
期
に
草
勢
を
弱
め
て
し
ま
う
よ
う

で
は
、
到
底
多
収
穫
は
望
め
ま
せ
ん
。
絶

対
に
水
切
れ
や
肥
切
れ
を
出
さ
な
い
よ
う

に
し
ま
す
。

一
回
当
り
の
追
肥
量
は
「
く
み
あ
い
液

肥
二
号
」
で
十

a
当
り
五
/
程
度
と
し
、

灌
水
と
併
せ
て
少
量
・
多
回
数
施
用
に
努

◎
早
期
米
の
収
穫

コ
シ
ヒ
カ
リ
や
あ
き
た
こ
ま
ち
の
早
期

米
の
刈
り
取
り
時
期
は
、
穂
が
出
て
か
ら

三
十
五
日
後
頃
で
す
。
見
た
目
で
は
、
も

み
の
八
五
？
九

0
％
が
黄
色
に
な
っ
た
時

で
す
。

稲
の
刈
り
取
り
の
適
期
は
、
品
種

・
栽

培
条
件
・
気
象
条
件
な
ど
に
よ
っ
て
そ
の

時
期
は
異
な
り
ま
す
が
、
そ
の
期
間
は
五

?
1
0
日
間
ぐ
ら
い
で
す
。
あ
ぎ
た
こ
ま

ち
は
、
な
か
で
も
短
く
五
日
程
度
で
す
の

で
適
期
を
は
ず
さ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。
こ
の
時
期
、
茎
葉
が
青
々
と
し
て
い

る
の
で
、
も
み
の
熟
れ
歩
合
に
注
意
し
て

刈
り
遅
れ
の
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

刈
り
取
り
時
期
の
も
み
水
分
は
、
お
よ

ぎ

一三
？
二
五
％
で
す
の
で
、
早
刈
り
す

る
と
青
米
な
ど
の
未
熟
米
が
増
加
し
て
減

収
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
刈
り
遅
れ
の
場

合
は
胴
割
米
・
着
色
米
・
穂
発
芽
が
多
く

な
り
、
品
質
低
下
の
要
因
と
な
り
ま
す
。

◎

乾

燥

収
穫
後
、
生
も
み
を
長
期
間
放
置
し
て

お
く
と
、
か
び
や
細
菌
な
ど
の
微
生
物
の

動
き
に
よ
っ
て
、
発
酵
米
な
ど
の
着
色
米

が
生
じ
ま
す
の
で
速
や
か
に
乾
燥
し
て
下

め
て
下
さ
い
。

（
大
洲
農
業
改
良
普
及
所
皆
川
啓
夫

◎
R
 

表 1 早生グリの収穫期
（愛媛果樹試鬼北分場、 1988年）

月

一品種 ‘¥、旬

日向

ちー 7

丹沢

国見

人丸

大峰

金華

筑波

（注） →肛—収穫ピーク

上『中↑下 I上：中『下
8月18日 lffH-9月 7日

8月19日 "”f--9月12日

8月22日 IIIII 9月12日

8月30日 IIlII 9月16日

9月 5日 lfHf-9月16日

9月9日 IIヽII 9月21日

9月12日 IIIII 9月27日

9月14日 fffH----10月11日

1 0 月

上丁]汀下

表 2 丹波グリの収穫時刻と果実の減量と腐敗

（内原、 1967年）

果重の減量（％）
健5 全日 (後果%率の) 収穫時刻

2 日後 5 日後

午前 9時 2 3 5.9 65.8 

午後 1時 3.1 7.5 35.3 

午後 5時 11.0 14.0 37.6 

（注）調査期間： 1967年 9月 4~9日

さ
い
。

・
乾
燥
湿
度
は

三
八
度
以
下
に
す
る
。

・
胴
割
や
乾
燥
む
ら
を
防
ぐ
た
め
、
急
激

な
乾
燥
を
し
な
い
。

・
過
乾
燥
は
、
食
味
・
品
質
の
低
下
と
な

る
の
で
、
十
四
ー
五
％
に
仕
上
げ
る
。

（
大
洲
農
業
改
良
普
及
所
山
田
和
弘
）

0

栗

一

、

収

穫

今
月
末
か
ら
早
生
種
の
収
穫
が
始
ま
り

ま
す
。
（
表
1
)

収
穫
期
に
入
っ
た
ら
毎
日
ま
た

一
日
お

き
に
収
穫
を
行
い
ま
し
ょ
う
。
数
日
も
収

菊
池

明

穫
せ
ず
に
放
置
の
状
態
で
あ
る
と
鮮
度
も

低
下
し
、
コ
オ
ロ
ギ
等
小
動
物
の
食
害
を

招
ぎ
、
品
質
の
低
下
が
甚
だ
し
く
な
り
ま

す
。
（
表
2
)

ま
た
果
実
湿
度
が
上
昇
し
て
い
る
時
に

収
穫
を
行
う
と
腐
敗
果
率
が
大
変
高
く
な

る
た
め
、
気
湿
の
低
い
午
前
中
に
収
穫
を

行
い
ま
し
ょ
う
。

二
、
秋
肥
施
用

果
実
生
産
で
消
耗
し
た
養
分
を
補
給
し
、

樹
勢
回
復
、
新
梢
の
充
実
、
雌
花
の
分
化

促
進
の
た
め
、
え
ひ
め
栗
ブ
レ
ソ
ド
肥
料

を
十

a
当
り
―
―

-+kgを
九
月
上
旬
に
施
用

し
ま
し
ょ
う
。

（
大
洲
農
業
改
良
普
及
所

］ ~ t i 火~ 
； 

. i 負贔火-• 

＇ ［ 

~金： i —~ ~~木仇土［ —一 ~ ~ 
： 

土： ］ ； ＇ 町! 月
賃

~水； ［ 一 ~： >
>i ~ ~ i ； 水日--~ ~ ~~ ； >木日一-~ 孟i >火日—~ 

! 
~. i 木>日一~ ~>水>日一 ~ 

［ 
~[ 凸>日—~ ~ ； ; 火日~ ~i 木>日つ ~ ．i >水日・ 、



仙⑲魏 一痣m 臼 (12)

公
民
館
で
は
、
「
み
え
を
捨
て

心

豊
か
な
ふ
る
さ
と
づ
く
り
」
を
ス

ロ
ー

ガ
ン
に
生
活
改
善
運
動
を
推
進
し
て
お

り
ま
す
。

こ
の
運
動
も
金
額
を
申
し
合
わ
せ
し

て
か
ら
九
年
が
経
過
し
、
現
状
に
合
わ

な
い
面
も
で
て
ま
い
り
ま
し
た
。
そ
こ

で
本
年

二
月
、
生
活
文
化
委
員
会
の
提

案
を
も
と
に
、
公
民
館
運
営
審
議
会
に

改
訂
案
を
諮
問
し
、
さ
ら
に
各
関
係
機

悶
団
体
で
検
討
し
て
い
た
だ
ぎ
ま
し
た
。

七
月

二
十
七
日
に
開
い
た
審
議
会
で
、

各
界
の
意
見
を
ふ
ま
え
て
審
議
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
結
果
、
次
の
と
お
り
金

額
を
改
定
し
、
九
月
一
日
か
ら
実
施
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

実
践

の
輪
が
大
き
く
広
が
る
よ
う
み

な
さ
ん
の
ご
理
解
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
致
し
ま
す
。

◎
結
婚
改
善
に
つ
い
て

（「
公
民
館
結
婚
式
の
し
お
り
」
を
基
準
）

一
、
結
婚
式
お
よ
び
披
露
宴
は
、
当
事

者
二
人
を
中
心
に
、
関
係
者
が
そ
の

門
出
を
、
簡
素
な
う
ち
に
も
意
義
あ

る
お
祝
い
と
し
ま
し
ょ
う
。

手づくりパン教室受講生募集

手づくりのパンやお菓子 を焼いて

みませんか。

昨年に続いて、今年も手づくりパン教室を

開ぎます。

生地をこねたりたたいたり、思い思いの形

に作る楽しみ。オーブソからただようこうば

しい香り。さて、焼ぎ上がりは・・・？ とても幸

せな気分になります。

一度、体験してコツを学び、あたたかい手

づくりの味を家庭で楽 しみましょう。

月日 耀日 時 間 学習内容 備考

平成 4年
土 13. 30~17 00 

パソ

9月19日 （バターロール）

10月31日 土 9. 00~ 12 ・ 00 シュークリ ーム
午後文化

講演会

11月21日 土 13: 30~17 00 
コロ ッケパソ

あんパソ

平成 5年 8 30~17'00 県花き総合指導セソター見学 希望者

2月上旬 （重信 町・松山市）テープルマナー研修 のみ

0場所 肱川町公民館

0講師 八島君代先生（大洲市）

0受講料 無料

0 申込み 肱川町公民館（834-2307)

0定員 25名で締切り

※昨年度の受講生は、ご遠慮ください。

二
、
結
婚
披
露
宴
は
、
公
民
館
結
婚
式

以
外
の
場
合
も
会
費
制
と
し
、
そ
れ

が
出
来
な
い
場
合
で
も
生
活
改
善
の

趣
旨
に
そ
っ
た
内
容
と
し
ま
し
ょ
う
。

三
、
会
費
ま
た
は
祝
儀
は
八
、

0
0
0

円
以
内
と
し
ま
し
ょ
う
。

（
今
ま
で
六
、

0
0
0
円）

結
婚
式
会
費
八
、

霊

前

香

典

三

、

病
気
見
舞
―
―

1

ヽ

0
0
0円

0
0
0円
以
内

0
0
0円
以
内

生
活
改
善
運
動

会
費
等
が
改
正
さ
れ
ま
し
た

◎
葬
儀
の
改
善
に
つ
い
て

一
、
一

般
の
場
合
、

霊
前
へ
の
香
典
は

――-、

0
0
0円
以
内
と
し
ま
し
ょ
う
。

（
今
ま
で

二、

0
0
0
円）

二
、
花
輪
、
弔
旗
の

個
人
贈
呈
は
や
め

ま
し
ょ
う
。

三
、
香
典
返
し
は
、
や
め
ま
し
ょ
う
。

◎
病
気
見
舞
に
つ
い
て

一
、
病
気
見
舞
（
金
銭
・
品
物
）
は

三、

0
0
0
円
以
内
と
し
、
心
の
こ
も
っ

た
も
の
と
し
ま
し
ょ
う
。

（
今
ま
で
二
、

0
0
0
円）

二、

お
見
舞
返
し
は
、
や
め
ま
し
ょ
う
。

四
、
記
念
品
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

◎
出
産

・
還
暦

・
新
築
祝
い
な
ど
に
つ
i

い
て
も
、
生
活
改
善
の
趣
旨
に
そ
っ
た

~

も
の
と
し
ま
し
ょ
う
。

こ
の
生
活
改
善
運
動
は
、
親
子
や
兄
~

弟
姉
妹
そ
の
他
、
特
に
親
し
い
つ
き
あ
~

い
ま
で
制
限
し
よ

う
と
す
る
も
の
で
は
~

あ
り
ま
せ
ん
。

生
活
改
善
運
動
推
進
団
体
~

肱
川
町
・
肱
川
町
議
会
・
肱
川
町
公
民
~

館
・
肱
川
町
農
業
委
員
会
・
肱
川
農
業

i

協
同
組
合
・
肱
川
町
森
林
組
合
・
肱
川

i

町
社
会
福
祉
協
議
会
・
肱
川
町
老
人
ク
~

ラ
ブ
連
合
会
・
肱
川
町
婦
人
会
・
肱
川
~

町
青
年
団

．
 

K 

子
供
た
ち
の
夏
休
み
が
や
っ

て
来
て
八
月
に
入
る
と

六
日

は
広
島
の
原
爆
記
念
日
、
七

日
は
鹿
野
川
夏
祭
り
、
八
日

は
夏
の
高
校
野
球
の
開
幕
、

九
日
は
長
崎
の
原
爆
記
念
日

と
続
く
わ
け
だ
が
、
今
年
は

オ
リ
ソ
ピ
ッ
ク
の
為
に
、
高

校
野
球
は
オ
リ
ソ
ピ
ッ
ク
が
終
わ
る
十

日
に
開
幕
。

高
校
野
球
が
始
ま
る
と
、
い
よ
い
よ

お
盆
の
季
節
、
田
舎
へ
田
舎
へ
と
民
族

の
大
移
動
が
始
ま
る
。
お
盆
帰
省
の
魅

力
は
、
何
と
言
っ
て
も
田
舎
へ
の
郷
愁
、

そ
の
中
で
も
「
盆
踊
り
」
．
で
は
な
い
か

と
思
う
。
櫓
を
く
み
、

ほ
の
暗
い
提
灯

の
明
か
り
の
下
、
ゆ
か
た
姿
で
踊
る
風

情
は
、
日
本
独
特
の
も
の
で
有
る
。

先
日
の
オ
リ
ソ
ピ
ッ
ク
の
開
会
式
に

ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
の
選
手
団
の
中
に

各
国
の
民
族
衣
装
で
入
場
行
進
を
し
て

い
る
姿
が
多
く
あ
っ
た
。
そ
の
中
で
日

本
選
手
団
は
、
何
と
か
い
う
有
名
デ
ザ

イ
ナ

ー
の
作
っ
た
華
や
か
な
ス

ー
ツ
で

あ
っ
た
が
、
日
本
に
は
、
世
界
に
誇
る

日
本
だ
け
の
民
族
衣
装
は
な
い
の
で
し
ょ

う
か
：
．
？

ふ
と
、

「
ゆ
か
た
」
に

「
下
駄
か
草

履
」
そ
し
て
手
に
「
う
ち
わ
」
等
と
い

う
姿
を
想
像
し
て
み
た
。
バ
ル
セ
ロ
ナ

の
夏
に
ピ
ッ
タ
リ
で
は
な
い
で
し
ょ
う

,. 
0
 

力
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第20回 ソフトボールリーグ戦の結果

＿一痣m

ャ ォ ォ

扁野
ミ 下 大 大 中 勝 /I頂

、ノ I I ド 鹿 谷 野

ノレ JI I 野 ギ 谷 ド

I 部
グ Jレ

ア
ノレ J 11 ヤ ツ

ド メ
予 中

、ノ
予 セ I グ

予 ノ<
リ 卜 ノ‘

子 居 ン 子
ツ

子 マ I lレ ツ

林 林 谷 ン／ 林 グズ ツ ク 点f‘ 位

ャ、ノグ予子林 ¥ 。。。。。． 。。7 ① 

オールド 予子 林 ● ＼ 

゜
● ● 

゜
● ● ● 2 7 

オール中居谷 ● ● |＼ ．゚ ． ． ． ． 1 ， 
上鹿野川アソパソマ‘ノ． ．゚ ＼ ． 

゜゚゚
． 4 6 

ミ ドル予子林． 
゜゚゚

＼ 

゜
△ ． 
゜

5.5 ② 

下鹿野 川セリーグ． ． ．゚ ． ＼ ． ． ． 1 8 

大谷 ギャートルズ

゜゚゚
． △ 

゜
＼ ．゚ 5.5 ② 

大谷 メ ツ ツ． 
゜゚
． 
゜゚
． 八

゜
5 4 

中野ドッグバック． 
゜゚゚
． 
゜゚
． ＼ 5 5 

3 肱 赤 4ヽ 肱 山 中 右L 

庫開
勝 ／頓

JII JI I 
槌

野
谷

町 町 フ

II 部
農 ア

,, 
ノ＜

議 右LL』

業 ィ ィ
道 ワ

会 委 夕 キ

識 員
野 ・1 I 、ノ

マ
K 員 橋 月 藪 会 尾 ス中 ズ 、ノ 点 位

3 K ＼、 ．゚ 
゜゚゚
．゚ 
゜゚

7 ② 

肱川町議会議員． |＼ ． ． ． ． ． ． ． ． 0 10 

赤 岩 橋

゜゚
|＼ 

゜
△ 

゜゚
． ．゚ 6.5 ③ 

月． ．゚ ＼ ． △ ． ． ． ． l. 5 ， 
小 藪． 

゜
△ 

゜
＼ 

゜゚゚゜゚
7.5 ① 

肱川町農業委員会． ．゚ △ ． ＼ ． 
゜゚
． 3.5 8 

山槌・道野尾． ．゚ ．゚ 
゜

＼ 

゜゚
． 5 

中野ファイターズ

゜゚゚
．゚ ． ． |＼ ． 

゜
5 

右山 ／合、パワース、． ．゚ ．゚ ． ． 
゜

＼ 

゜
4 7 

上鹿野川バイキ‘ノマソ． 
゜゚゚
． 
゜゚
． ． ＼ 5 

※勝点 5点の同率 3チームは規定により抽選で順位を決定するこ
とになっています。

五
月
六
日
に
開
幕
し
た
第

二
十
回
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
リ

ー
グ
戦
は
七
月
十
四
日

の
試
合
を
最
後
に
全
日
程
を
終
了
し
ま

し
た
。雨

の
た
め
十
五
試
合
は
延
期
消
化
試

合
と
な
り
、
最
終
試
合
は
日
程
よ
り
十

、
三
日
遅
れ
と
な
り
ま
し
た
。

一
部
は
九
チ
ー
ム
、

二
部
は
十
チ
ー

R

R

 二

部

小

藪

部

ヤ
ン
グ
予
子
林

ム
に
よ
る
リ
ー
グ
戦
の
結
果
は
、
一
部

が
ヤ
ソ
グ
予
子
林
七
勝
一
敗
、
二
部
が

小
藪
七
勝
一
敗
一
引
分
の
成
績
で
優
勝

し
ま
し
た
。

な
お
、

一
部
の
下
位
―
―
―チ

ー
ム
と
、

―
一部
の
上
位
三
チ
ー
ム
が
来
年
の
リ
ー

グ
戦
に
は
入
れ
替
わ
り
ま
す
。

期
間
中
運
営
に
あ
た
ら
れ
た
チ
ー
ム

ー

第

二

十

回

醗
忍
犀
咄
！
器
口
望
冴

m
責
任
者
・
審
判
員
・
準
備
・
後
始
末
チ
ー

ム
、
選
手
・
役
員
の
皆
さ
ん
、
ご
苦
労

さ
ま
で
し
た
。
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

七
十
オ
に
し
て
よ
う
や
く
自
分
を

見
つ
め
る
こ
と
が
出
来
る
人
に
な
っ

た
事
を
過
去
を
振
り
返
り
聡
じ
て
い

る
今
日
此
の
頃
の
私
で
す
。

こ
れ
ま
で
、
そ
の
日
そ
の
日
を
何

も
考
え
ず
に
、
ま
た
、
振
り
返
り
も

せ
ず
過
ご
し
て
ぎ
ま
し
た
が
、
た
だ
、

一
生
懸
命
に
真
面
目
に
働
い
て
来
た

事
が

せ
め
て
も

の
取
り
柄
だ
と

思
っ
て
い
る
と

‘
 

こ

ろ

で

す

。

し

六

十

五

オ

の

涯

と
き
口
中
出
血

>

A

U

生

を
し
て
、
自
分

13
 

2
 

で
は
も
う
と
て

の

□[d--私

一

し
た
。
以
後
は

余
分
な
人
生
だ

と
思
う
様
に
な

り
ま
し
た
。

此
の
事
が
私

の
生
き
涯
い
を

変
え
た
様
で
ご

ざ
い
ま
す
。
余
分
な
人
生
だ
と
思
う

事
に
よ
っ
て
心
に
余
裕
が
出
来
て
き

ま
し
た
と
同
時
に
身
体
に
も
余
裕
を

与
え
る
様
に
な
り
、
余
り
働
か
な
く

な
り
、
人
に
言
わ
せ
る
と
「
の
ら
」
に

な
っ
た
と
思
わ
れ
て
い
る
様
で
す
。

然
し
農
業
を
や
っ
て
な
い
私
は
や

れ
る
事
が
な
い
の
で
致
仕
方
な
い
と

懲
3
,

思
っ
て
い
ま
す
。

幸
い
に
平
成
―
―
年
か
ら
大
谷
の
老

人
ク
ラ
プ
の
会
長
を
や
ら
せ
て
も
ら
っ

て
い
る
の
で
、
大
谷
老
人
の
活
性
化

の
為
に
少
し
で
も
お
手
伝
い
が
出
来

た
ら
い
い
な
と
考
え
ま
し
て
現
在
、

会
長
職
を
し
て
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

大
谷
に
花
壇
を
造
り
、
ク
ロ
ッ
ケ
ー

を
盛
ん
に
し
、
男

性
料
理
教
室
を
開

い
て
女
性
に
試
食

武

を

し

て

も

ら

う

様

な
会
を
創
っ
て
会

し
昨

/
/
[
9
/
/
/
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「
チ
ョ
ッ
ト
話
が
あ
る
ん
じ
ゃ
け
ど

な
」
迷
い
顔
で
あ
る
。
明
る
＜
真
面
目

な
生
徒
で
あ
っ
た
の
に
少
し
変
だ
と
思

い
な
が
ら
「
喫
茶
店
で
も
行
く
か
」
と
誘

う。
よ
く
あ
る
話
で
結
婚
話
と
予
想
通
り

で
あ
っ
た
。
「
実
は
好
ぎ
な
娘
が
で
き

て
：
．
」
、
「
相
手
の
親
が
反
対
で

．．． 

」、

「
実
は
、
僕
は
：
．
」
。

「
私
が
相
手
の
親
に
話
に
行
こ
う
、

そ
れ
で
え
え
か
」

「
で
も
、
相
手
の
親
に
祝
福
し
て
も

ら
え
な
い
の
な
ら
：
．
」

「
本
人
同
志
は
ど
う
ぞ
：
．
」

歯
切
れ
の
わ
る
い
話
で
、
互
い
に
顔

を
見
合
わ
せ
、
冷
め
た
コ
ー
ヒ

ー
を
眺

め
、
迷
い
に
迷
っ
て
別
れ
て
し
ま
っ
た
。

こ
の
卒
業
生
は
そ
の
後
、
幸
せ
な
家

庭
を
つ
く
り
、
か
わ
い
い
奥
さ
ん
に
も

I みんなの幸せを願って（第33回） 1 

r
 
幸せか J
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合
う
こ
と
が
で
き
た
が
、
相
談
の
相
手

か
ど
う
か
今
も
わ
か
ら
な
い
。
そ
ん
な

つ
き
合
い
で
は
な
か
っ
た
と
も
思
い
な

が
ら
そ
の
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
。

卒
業
生
の
中
に
ぱ
、
結
婚
相
手
を
何

人
も
つ
れ
て
く
る
子
、
別
れ
話
を
持
ち

込
む
子
、
子
づ
れ
で
遊
び
に
来
る
子
、

社
長
か
ら
遊
び
人
ま
で
さ
ま
ざ
ま
で
あ

る
。
数
年
前
に
は
「
仲
人
」
の
話
が
舞
い

込
ん
で
慣
れ
な
い
席
に
座
ら
さ
れ
女
房

に
怒
ら
れ
な
が
ら
勤
め
さ
せ
て
頂
い
た
。

ま
た
街
で
バ
ッ
タ
リ
出
合
う
時
な
ど
ロ

ぐ
せ
の
よ
う
に

「
幸
せ
か
」
と
聞
い
て

し
ま
う
。
顔
を
見
れ
ば
わ
か
り
そ
う
な

も
の
の
遠
慮
な
し
に
、
そ
れ
も
づ
け
づ

け
と
で
あ
る
。
世
の
中
そ
ん
な
に
単
純

で
も
な
く
人
並
み
の
苦
労
は
誰
で
も
し

な
が
ら
生
活
し
て
い
る
の
に
。

そ
れ
で
も
、
す
ぐ
反
応
の
あ
る
子
は

よ
い
の
で
あ
る
。
幸
せ
を
感
じ
て
い
る

の
で
あ
る
。
ど
ん
な
状
況
に
あ
ろ
う
と

も
受
け
止
め
方
し
だ
い
で

「
幸
」
か

「
不
幸
」
は
分
か
れ
る
も
の
で
は
な
い

か
と
思
う
。
何
不
自
由
の
な
い
大
金
持

ち
か
な
ら
ず
し
も
幸
せ
と
感
じ
な
い
の

で
は
な
い
か
、
貧
し
さ
の
中
に
幸
せ
が

あ
る
の
で
は
と
我
が
身
を
慰
め
て
探
し

て
み
た
り
す
る
。
ど

こ
か
の
新
聞
社
の

一
族
経
営
問
題
は
大
小
の
差
こ
そ
あ
れ
、

日
本
中
ど
こ
に
も
あ
る
話
で
、
我
欲
の

ぶ
つ
か
り
合
い
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
働

く
人
と
経
営
者
の
苦
労
は
精
神
面
を
含

め
、
価
値
観
の
相
違
は
あ
る
が
、
あ
ま

り
変
わ
ら
な
い
か
も
し
れ
な
い
。

今
年
も
お
盆
が
近
づ
い
て
い
る
。
卒

業
生
と
再
会
で
き
る
機
会
も
多
い
。
な

か
に
は
中
学
時
代
に
両
親
と
も
無
く
し

八
月
七
日
開
催
の
鹿
野
川
夏
ま
つ
り

に
は
、
文
化
協
会
十
五
グ
ル
ー
プ
も
参

加
し
、
ま
つ
り
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

鹿
野
川
駅
前
に
特
設
し
た
舞
台
で
午

後
五
時
か
ら
の
第

一
部
文
化
グ
ル
ー
プ

発
表
で
は
、
吟
詠
・
剣
詩
舞
・
民
謡
・

民
踊
な
ど
十
グ
ル
ー
プ
が
出
演
、
日
頃

の
練
習
成
果
を
熱
演
し
、
大
き
な
拍
手

文ftグルーフが鵬潤・鵬饂

鹿野川夏まつり

昆素り

を
あ
び
ま
し
た
。

そ
の
後
第
二
部
カ
ラ
オ
ケ
大
会
に
は

十
二
人
が
出
場
、
歩
行
者
天
国
い
っ
ぱ

い
に
熱
唱
が
広
が
り
ま
し
た
。
最
後

に

ひ
じ
か
わ
風
陣
太
鼓
の
皆
さ
ん
が
、
バ

チ
さ
ば
き
も
鮮
や
か
に
迫
力
あ
る
リ
ズ

ム
を
披
露
、
観
客
を
魅
了
し
ま
し
た
。 「四万十川の宿」を披露する民踊輪の会のみなさん

た
子
も
い
る
。
墓
ま
い
り
に
帰
省
し
た

お
り
立
ち
寄
っ
て
く
れ
る
彼
は
、
奈
良

市
で
経
営
者
と
し
て
が
ん
ば
っ
て
い
る
。

逆
境
に
強
い
子
は
「
や
さ
し
さ
」
と

「
た
く
ま
し
さ
」
の
両
面
を
持
っ
て
お
り

豊
か
な
人
間
性
が
あ
る
。
そ
し
て
、
あ

の
子
に
も
あ
る
。
喫
茶
店
へ
誘
っ
て

「
幸
せ
か
」
と
ず
う
ず
う
し
く
聞
い
て
し

ま
い
そ
う
な
夏
で
あ
る
が
、
数
年
前
の

こ
と
な
ど
わ
す
れ
た
と
も
言
わ
れ
そ
う

で
も
あ
る
。

ー
お
知
ら
せ

一

新
購
入
図
書
案
内

0

法
廷
の
賓
客
た
ち

河
出
書
房
新
社

0

セ
ク
ハ
ラ
事
件
の

主
役
た
ち

築
地
書
館

0

結
婚
差
別

解

放

出

版

社

0

楽
し
く
作
る
日
曜
大
工
百
科

成
美
堂
出
版

0

名
探
偵
シ
ャ

ー
ロ

ッ
ク
・
ホ

ー
ム
ズ

（全
22
巻

）

岩

崎
書
店

◎
本
を
借
り
る
時
の
お
願
い

本
を
借
り
る
時
は
、
必
ず
本
の
中
の

カ
ー
ド
に
、
部
落
名
と
名
前
を
き
ち
ん

と
書
く
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
借
り
た
本
を
返
す
時
の
お
願
い

本
を
返
す
時
は
、
図
書
室
の
入
口

に

置
い
て
あ
る
返
却
箱
に
、

必
ず
入
れ
る

よ
う
に

し
て
く
だ
さ
い
。
直
接
本
棚
に

入
れ
な
い
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

図
書
室
・
談
話
室
に
、
新
し
く
冷
暖

房
の
設
備
が、

整
い
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
、
皆
さ
ん
に

も
、
快
適
に
図
書
室
等

利
用
し
て
い
た
だ
け
る
こ
と
と
、
職
員

一
同
喜
ん
で
お
り
ま
す
。

ど
し
ど
し
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

一
お

願

い

一
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学
校
は
今
秋
九
月
十
二
日
か
ら

毎
月
第
二
土
曜
日
が
休
業
日

週
五
日
制
推
進
会
議
も
発
足

「
学
校
週
五
日
制
」
の
趣
旨
に
つ
い
て
は
、

六
月
号
の
広
報
で
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
。

こ
の
号
で
は
、
肱
川
町
に
「
学
校
週

五
日
制
推
進
会
議
」
が
新
設
さ
れ
、
九

月
開
始
に
備
え
て
の
研
修
会
が
開
か
れ

ま
し
た
様
子
を
御
紹
介
し
ま
す
。

七
月
十
三
日
午
後
、
増
田
教
育
長
の

委
嘱
を
受
け
た
十
六
名
の
推
進
委
員
が

、
初
会
合
を
も
ち
ま
し
た
。

委
員
は
、
次
の
者
で
構
成
さ
れ
て
い

ま
す
。・

学
校
教
育
関
係
者

・
社
会
教
育
関
係
団
体
及
び
機
関
の

関
係
者

・
学
識
経
験
者

ま
ず
、
設
置
要
網
に
従
い
、
委
員
の

中
か
ら
役
員
を
互
選
し
ま
し
た
。
会
長

に
は
、
肱
川
町

P
T
A
連
合
会
長
の
福

山
保
さ
ん
が
、
副
会
長
に
は
、
青
少
年

指
導
委
員
会
総
務
の
金
野
翌
さ
ん
と
、

町
の
校
長
会
長
が
就
任
す
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。
（
任
期
は
五
年
の
三
月

三

十
一
日
ま
で
で
す
。
）

こ
の
会
の
協
議
は
、
町
内
各
学
校
の

取
り
組
み
状
況
報
告
か
ら
始
ま
り
ま
し

こ
。t
 学

校
が
共
通
し
て
行
っ
て
い
ま
す
こ

と
は
、
次
の
こ
と
が
ら
で
す
。

一
、
学
校
週
五
日
制
に
つ
い
て
の
趣
旨

説
明

二
、
何
回
か
の
ア
ソ
ケ
ー
ト
調
査
に
よ

る
保
護
者
や
児
童
生
徒
の
実
態
把
握

三
、
休
業
日
の
望
ま
し
い
過
ご
し
方

（
余
暇
の
善
用
）
に
つ
い
て
の
指
導

四
、
第
一
回
の
土
曜
休
（
九
月
十
二
日
）

の
過
ご
し
方
指
導

①
休
業
前
の
調
査
と
指
導

②
休
業
後
の
調
査
と
指
導

こ
れ
ら
一

i
四
の
取
り
組
み
か
ら
、

共
通
し
た
問
題
点
と
し
て
は
、
次
の
よ

う
な
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。

ア
、
土
曜
日
が
休
み
に
な
る
と
、
そ
の

分
だ
け
学
習
に
遅
れ
が
出
る
の
で
は

な
い
か

イ
、
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で
の
授
業

時
数
が
ふ
え
、
子
供
の
負
担
が
重
く

な
る
の
で
は
な
い
か

ゥ
、
共
働
き
の
た
め
両
親
が
不
在
の
子

供
を
ど
う
す
る
か
（
留
守
家
庭
の
子

供
へ
の
対
応
）

派
生
す
る
三
つ
の
問
題
点
解
消
に
向

け
て
、
町
内
各
学
校
の
教
頭
先
生
と
教

務
主
任
の
先
生
方
が
集
ま
り
、
ど
の
よ

う
に
す
る
の
が
良
策
か
研
究
し
て
い
ま

す。
そ
し
て
、

0

土
曜
日
の
三
ー
四
時
間
を
、
月
曜

か
ら
金
曜
ま
で
の
間
に
、
四
週
間
に

割
り
振
り
、
各
教
科
等
の
授
業
時
数

を
調
整
す
る
。

0

学
校
行
事
の
精
選
を
し
、
最
小
限

に
と
ど
め
る
。

0

ゆ
と
り
の
時
間
を
充
当
す
る
。

な
ど
、
い
ろ
い
ろ
と
工
夫
し
、
対
処

し
て
い
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

で
す
か
ら
、
月
一
回
の
土
曜
休
み
で

は
、
子
供
た
ち
の
学
力
が
低
下
し
た
り
、

学
習
の
負
担
過
重
と
い
っ
た

心
配
は
あ

り
ま
せ
ん
。

留
守
家
庭
で
は
、
特
に
話
し
合
い
の

時
間
を
設
け
、
「
ど
の
よ
う
な
過
ご
し

方
が
で
き
る
か
」
親
子
で
し
っ
か
り
考

え
て
み
ま
し
ょ
う
。
そ
れ
で
も
心
配
な

方
は
、
遠
慮
し
な
い
で
学
級
担
任
に
相

談
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

各
学
校
と
も
、
運
動
場
や
体
育
館
の

解
放
を
考
え
て
い
る
よ
う
で
す
が
、
晴

天
時
は
で
き
る
か
ぎ
り
戸
外
に
出
て
、

自
然
に
親
し
ん
だ
り
、
地
域
で
の
諸
行

事
に
参
加
し
た
り
、
家
事
の
手
伝
い
を

し
た
り
し
て
、
日
ご
ろ
、

学
校
で
は
で

き
な
い
幅
広
い
生
活
体
験
を
さ
せ
た
い

も
の
で
す
。

も
っ
と
も
、
休
み
の
日
の
過
ご
し
方

は
自
由
で
す
か
ら
、
た
ま
に
は
ぼ
ん
や

り
過
ご
す
日
が
あ
っ
て
も
い
い
で
し
ょ

う
。
し
か
し
、
目
あ
て
を
も
っ
て
過
ご

し
、
次
の
土
曜
休
み
が
待
ち
遠
し
く
、

楽
し
く
有
意
義
に
過
ご
せ
た
ら
ど
ん
な

に
す
て
ぎ
で
し
ょ
う
。

学
校
で
は
、
一
人

一
人
の
子
供
の
休

日
が
明
る
＜
楽
し
い
も
の
に
な
る
よ
う

応
援
を
考
え
て
い
ま
す
。

家
庭
や
地
域
の
皆
様
に
お
願
い
し
た

い
こ
と
は
、
自
分
の
家
の
子
供
だ
け
で

な
く
、
近
隣
の
子
供
た
ち
に
も
声
を
か

け
合
い
、
休
み
の
日
の
上
手
な
過
ご
し

すてきな

方
を
、
い
っ
し
ょ
に
指
導
・
援
助
し
て

い
た
だ
き
た
い
の
で
す
。

そ
し
て
、
休
業
日
の
時
間
の
浪
費
だ

け
で
な
く
、
金
銭
の
浪
費
に
つ
い
て
も

と
も
に
御
指
導
を
賜
り
、
子
供
た
ち
の

成
長
に
プ
ラ
ス
に
な
る
休
み
の
過
ご
し

方
が
、
し
っ
か
り
根
づ
く
よ
う
御
協
力

を
重
ね
て
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

そ
れ
に
は
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
学
校

と
家
庭
・
地
域
が
連
携
を
強
め
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
、
委
員
一

同
が
再
認
識
し
更
に
、
情
報
交
換
を
深

め
協
力
体
制
づ
く
り
に
力
を
入
れ
て
い

く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

（
学
校
週
五
日
制
推
進
会
議

副

会

長

正

岡

艶

子

）

ちり 1：：：
^E •あ
打乍ビ
じるを

ゞ..J.

ぺじし一
ン＜:;,,r、を

＾キりんんぁ
ふで3のでつ
マしすいめ
こぬ・え

:2年
， 

つぢよと
くプ：：：も
りとはビ
f：：：ゃら
'' し乙r;.グ）

□
 

P
裟

L”
；

鯰

炉

；
認
召
．
行
第
5
ど）

竺
〗[
[
[
f
v
e

況[
g

ゃっな
0予子材の行争1：：：

さんかしよう・

炊五．そうじ

益おど')(％） 

房L9：：：ーは

0も校の花「ど人や

屯俎固lごとう

な噌「こかrJ• 

ふさがわ） ミニ

トマト，とうしろ

こし，ほうaゆ‘

きふ‘) 1つ舌

いし ：ニズ杖力

（予子林小 校報よ り）
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月 の 行 事 予 定 表
： 

1 ．肱川町防災の日 20 ．肱川中学校体育祭， 7 ・行政相談 21 ・定例部落長会

7 • 21 ・心配ごと相談 28 ・税金等出張受入れ

10 ・農業委員会 下旬 • 町議会定例会

月
10 ・に こにこ学級（女性農業大学）

9/21~9/30 秋の交通安全運動

9月の日曜・祝日当直医

日 当 直 医 一弔 話

6 日 宝 来 医 院 44-2248 （ 内 子 町 ） 

（日） 久保 新医 院 25- 0158 （大 洲 市 谷）

1 3 日 4ヽ JI I 医 院 44-2815 （ 内 子 町 ） 

（日） 肱 川医院 25- 2915 （大洲 市 菅田）

1 5 日 古 J 11 医 院 44-2407 （ 内 子 町 ） 

（火） 三（大、洲瀬市八医多喜） 院 26- 0003 

2 0 日 町 田 医 院 43-0211 （ 内 子 町 ） 

（日） 町 （大 門市、□山 ）院 27-0002 

2 3 日 成（ 田 鴫 ）院 47~0061 
内 子

（水） 岡 部大 ク リ ニック 24- 4375 （ 洲 市片原 町 ）

2 7 日 土（居五内 十科外崎科町医） 院 44- 5521 

（ 日） 安（ 大 逹 洲 市 中 医 町 ）院 24- 2535 

※変更になる場合がありますので前もって連絡してから
お出かけ下さい。

救 急 病

院
， ， ， ， ， 

日
月 月 月 月 月
30 28 25 10 3 
日 日 日 日 日

フK 月 金 木 木 程

保 予 ノJヽ 月 岩 敷 中 羽 場
建 子 藪 野 谷 水 居 座
セ 林

集
尾

公 集
谷 谷

ン／ 公 集 集 集
夕 民 今コz= ， = 民 会 今:z工、 今= 

所I 館 所 所 館 所 所 所

？孟
午 午 午 午 午 午 午

時？前 ？ 後乏 ｝前 1後 ？前 ／後 ｝前
11 9 1110 2 1 1110 2 1 1110 2 1 l:110 
時時 時時時時時時時時時時時時時時

分30分3C 3030 303( 3030 3030 3030 3030 3030 

剛分分分分分分分分分分分 分分分

◎

9
月
の
不
燃
物
収
集

▽
収
集
日

9
月
16
日
（
水
）

（
出
す
の
は
9
月
15
日
中
に
）

▽
収
集
地
区

小
畑
井

・
萩
野
尾
・
汗
生
・

小
藪

．

大
和
・
肱
栄
・

中
野
（
篠
谷
を
除
く
）

大
谷
・
鹿
野
川

所

時

間

9
月
9
日
（
水
）

一保
建

セ

ン

誓

こ

日

程

場

◎
乳
幼
児
健
康
診
査

◎
健
康
相
談

所

時

間

9
月
2
日
（
水
）
＿
保
建
セ
ン
タ
ー

＿午

11111□30
臼

日

目。
C
X四

程

場

◎幼児教室

曜 日 病 院 名 電 話

月・火 大 洲I市 立＇ 病 院 24- 2151 

水 加 戸 病 院 24-5101 

木～日 大 洲 中 央 病 院 24- 4551 

◎不用犬回収日

▽日 時 9月 8日（火）

午前 9時まで

▽場所保健セ ソター

※印鑑をご持参ください。

面

■ご
璽
函
國

◎
行
政
相
談

◎
健
康
づ
く
り
料
理
教
室

9
月
⑯
日
（
木
）
予
子
林
公
民
館
午
前

10
時
？

9
月
げ
日（
火
）
一
岩
谷
公
民
館
一

午

後

3
時

◎
家
族
教
室

所

時

間

9
月
四
日
（
火
）
一
保
健
セ
ン

lyllg亨謬

▽
日

時

9
月
7
日
（
月
）

午
後

1
時
30
分

1
4
時

30
分

▽
場

所

肱

川

町

公

民

館

▽

相

談

員

福

田

保

委

員

※
自
宅
相
談
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

6
-
―一四ー
ニ
五
0
八

日

程

場

日

程

一
場

所

時

間

協
生

久
保

久
保

山
槌

松

井

功

さ

ん

（

上

森

山
）

内
山
由
加
里
さ
ん
（大
洲
市
）

⑮
⑮
⑤
⑮
⑤

|

⑮

 
⑤
 

⑮
ご
結
婚
お
め
で
と
う
⑮

ご
ざ
い
ま
す

⑮
 ⑮

⑮

 

⑮

⑮

⑮

⑮

⑮

⑮

 

＊

＊

＊

＊

＊

＊

 

＊

＊

 

＊
 

ご
め
い
ふ
く
を

お
祈
り
い
た
し
ま
す

＊
 

＊

＊

 

*

＊

*

＊

*

＊

 

智

葉

榮

さ

ん

(85
歳）

渡

邊

政

勝

さ

ん

(81
歳）

宮
川

ア
ヤ
コ
さ
ん

(
84
歳
）

池

田

岩

美
さ
ん

(
56
歳
）

大

和

上
鹿
野
川

上
鹿
野
川

上
鹿
野
川

*

＊

*

＊

＊

*

 

＊
 

＊
ぉ
誕
生
お
め
で
と
う
＊

ご
ざ
い
ま
す
＊

＊
 

＊
 

*

＊

＊

＊

*

＊

 

橋本邦夫さん

長女彩香ちゃん

三瀬良治さん

長女愛美ちゃん

松本憲幸さん

長女智恵ちゃん

成登寛さん

――男司ちゃん

， ， 
相月 月

21 7 
談日 日

月 月 日

堵山 坂 福 担

本内 田 当

保 相

喜清 恵 談

子 勝 子 保
員

▽

場

所

▽

時

間

午
後
1
時
30
分

1
4
時
30
分

肱
川
町
公
民
館

◎
心
配
ご
と
案
内
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